On the word "Chidosetsu" （Copernican system) by 吉野 政治 & YOSHINO Masaharu
【
要
旨
】
西
洋
で
は
太
陽
中
心
説
あ
る
い
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
東
洋
で
は
地
動
説
と
呼
ぶ
。
こ
の
名
に
は
、
語
の
創
始
者
で
あ
る
蘭
学
者
志
筑
忠
雄
の
、
陽
で
あ
る
天
は
動
き
、
陰
で
あ
る
地
は
不
動
で
あ
る
と
す
る
陰
陽
論
の
考
え
方
を
完
全
に
は
克
服
で
き
な
か
っ
た
個
人
的
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
動
不
動
の
相
対
論
を
展
開
し
つ
つ
、
宗
学
の
特
徴
で
あ
る
二
つ
の
主
張
西
洋
の
新
説
は
早
く
東
洋
で
も
説
か
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
東
洋
哲
学
は
西
洋
科
学
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
既
に
宗
学
を
克
服
し
た
我
々
が
地
動
説
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
一
度
定
着
し
た
言
葉
は
容
易
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
言
葉
の
保
守
性
に
よ
る
の
で
あ
る
。
【
キ
イ
・
ワ
ー
ド
】
地
動
説
志
筑
忠
雄
宗
学
陰
陽
説
は
じ
め
に
大
地
は
球
形
で
あ
る
と
い
う
説
を
初
め
て
聞
い
た
時
の
戸
惑
い
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
何
時
の
時
代
も
変
わ
り
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
三
世
紀
末
の
神
学
者
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
そ
れ
は
悪
意
に
満
ち
て
い
る
（
ホ
ワ
イ
ト
著
・
森
島
恒
雄
訳
『
科
学
と
宗
教
と
の
闘
争
』
昭
和
十
四
年
、
岩
波
文
庫
）。おの
れ
の
足
が
頭
よ
り
も
上
に
あ
る
や
う
な
人
間
の
棲
息
す
る
こ
と
を
、
…
作
物
や
樹
々
が
下
向
き
に
生
え
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
…
ま
た
雨
や
雪
や
霰
が
大
地
に
向
つ
て
上
向
き
に
降
つ
て
来
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
そ
ん
な
こ
と
を
信
ず
る
や
う
な
馬
鹿
者
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
…
ひ
と
た
び
過
つ
や
己
れ
の
愚
信
を
頑
固
に
固
持
し
、
虚
偽
を
他
の
虚
偽
に
よ
つ
て
弁
護
す
る
や
う
な
人
間
に
つ
い
て
私
は
言
ふ
べ
き
言
葉
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
慶
長
十
一
年
（
1606
）
に
儒
学
者
林
羅
山
が
「
円
模
の
地
図
」
（
円
形
に
描
か
れ
た
地
球
図
）
を
前
に
耶
蘇
会
者
不
干
（
ハ
ビ
ア
ン
）
に
対
し
て
投
げ
か
け
た
の
も
次
の
よ
う
に
独
善
的
な
言
葉
で
あ
っ
た
（
林
羅
山
『
排
耶
蘇
』、
原
漢
文
）。
干
（
ハ
ビ
ア
ン
）
曰
く
、
地
中
を
以
て
下
と
な
す
。
地
上
亦
天
た
り
。
地
下
亦
天
た
り
。
吾
邦
舟
を
以
て
大
洋
に
運
漕
す
。
東
極
こ
れ
西
、
西
極
こ
れ
東
、
こ
こ
を
以
て
地
の
円
な
る
を
知
る
。
春
（
林
羅
山
）
曰
く
、
こ
の
理
不
可
な
り
。
地
下
あ
に
天
あ
ら
ん
や
。
万
物
を
観
る
に
皆
上
下
あ
り
。
彼
の
上
下
な
し
と
言
ふ
が
如
き
は
、
こ
れ
理
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
か
つ
そ
れ
大
洋
の
中
、
風
あ
り
波
あ
り
。
舟
西
し
て
あ
る
い
は
北
、
あ
る
い
は
南
し
て
ま
た
東
。
舟
中
の
人
、
そ
の
方
を
知
ら
ず
、
お
も
へ
ら
く
西
に
行
く
と
。
こ
れ
を
西
極
こ
れ
東
極
と
謂
ふ
は
不
可
な
り
。
も
し
舟
東
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
あ
る
い
は
北
、
あ
る
い
は
南
す
れ
ば
、
ま
た
か
な
ら
ず
西
す
。
こ
れ
を
東
極
こ
れ
西
と
謂
ふ
は
不
可
な
り
。
か
つ
ま
た
つ
い
に
物
み
な
上
下
あ
る
の
理
を
知
ら
ず
。
彼
、
地
中
を
以
て
下
と
な
し
、
地
形
を
円 ま
どか
な
り
と
な
す
。
そ
の
惑 ま
どひ
、
あ
に
悲
し
か
ら
ず
や
。
そ
の
地
球
は
回
転
し
て
い
る
と
い
う
説
も
ま
た
容
易
に
は
信
じ
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
二
世
紀
前
半
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
天
動
説
を
主
張
し
た
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
（
P
to
lem
a
io
s）
の
反
論
が
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
（
C
o
p
ern
icu
s
1473
－
1543
）
の
『
天
体
の
回
転
に
つ
い
て
』
（
一
五
四
三
年
刊
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
岩
波
文
庫
本
三
五
～
六
頁
）。
も
し
地
球
が
動
く
な
ら
ば
、
（
中
略
）
二
四
時
間
で
地
球
の
円
を
突
破
す
る
運
動
は
非
常
に
猛
烈
で
あ
っ
て
、
及
び
難
い
速
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
烈
し
い
回
転
で
動
く
も
の
は
、
或
る
力
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
結
合
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
散
り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
は
こ
う
言
っ
て
い
る
地
球
は
と
う
の
昔
に
散
り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
（
こ
れ
は
お
か
し
な
こ
と
だ
）、
そ
う
し
て
天
自
体
を
も
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
、
ま
た
す
べ
て
の
生
物
や
自
由
に
動
く
他
の
重
い
物
体
は
地
面
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
、
振
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
自
由
に
落
ち
る
物
体
は
そ
れ
が
向
か
っ
た
場
所
に
は
落
ち
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
間
に
下
の
物
は
非
常
な
速
さ
で
動
く
か
ら
、
ま
た
雲
や
そ
の
他
の
空
に
浮
か
ん
で
い
る
物
は
す
べ
て
絶
え
ず
西
へ
動
く
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
日
本
に
お
い
て
も
同
様
の
反
論
は
多
い
が
、
森
外
の
史
伝
『
渋
江
抽
齋
』
に
は
次
の
よ
う
な
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論
文
地
動
説
と
い
う
言
葉
中
山
茂
氏
説
続
貂
表
象
文
化
学
部
・
日
本
語
日
本
文
学
科
吉
野
政
治
微
笑
ま
し
い
一
節
が
あ
る
。
五 い
百 ほ
は
ま
だ
里
方
に
居
た
時
、
或
る
日
兄
三
郎
が
鮓
久
に
奇
な
事
を
い
ふ
の
を
聞
い
た
。
「
人
間
は
夜
逆
さ
に
な
つ
て
ゐ
る
」
云
々
と
い
つ
た
の
で
あ
る
。
五
百
は
怪
ん
で
、
鮓
久
が
去
つ
た
後
に
兄
に
問
う
て
、
初
め
て
地
動
説
の
講
義
を
聞
い
た
。
そ
の
後
兄
の
机
の
上
に
気
海
観
瀾
と
地
理
全
誌
と
の
あ
る
の
を
見
て
、
取
つ
て
読
ん
だ
。
抽
齋
に
嫁
し
た
後
、
或
日
抽
齋
が
「
ど
う
も
天
井
に
蝿
が
糞
を
し
て
困
る
」
と
云
つ
た
。
五
百
は
こ
れ
を
聞
い
て
云
つ
た
。
「
で
も
人
間
も
夜
は
蝿
が
天
井
に
止
つ
た
や
う
に
な
つ
て
ゐ
の
だ
と
申
し
ま
す
ね
」
と
云
つ
た
。
抽
齋
は
妻
が
地
動
説
を
知
つ
て
ゐ
る
の
に
驚
い
た
さ
う
で
あ
る
。（「
そ
の
百
六
」）
こ
れ
は
抽
齋
の
子
の
追
憶
談
を
基
に
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
五 い
百 ほ
は
文
化
十
三
年
〔
1816
〕
の
生
ま
れ
、
二
十
九
歳
の
時
に
抽
齋
に
嫁
し
た
。
地
動
説
が
我
が
国
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
文
章
に
も
現
れ
る
「
地
動
説
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
中
山
茂
氏
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
（『
日
本
の
天
文
学
西
洋
認
識
の
先
兵
』
岩
波
新
書
）。
「
地
動
説
」
と
い
う
言
葉
は
西
洋
に
は
な
い
。
太
陽
中
心
説
か
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
と
い
う
。
地
動
と
い
う
と
地
球
の
自
転
か
公
転
か
、
あ
る
い
は
両
方
と
も
に
含
む
か
、
明
確
で
な
い
の
で
、
科
学
上
の
用
語
と
し
て
も
適
当
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
で
は
す
べ
て
地
動
説
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
中
山
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
で
は
地
動
説
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
あ
る
い
は
太
陽
中
心
説
と
言
っ
た
呼
び
方
を
す
る
。
例
え
ば
英
語
で
は
C
o
p
ern
ica
n
sy
estem
〔
th
eo
ry
〕
（
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
体
系
・
説
）
ま
た
は
h
elio
cen
tricism
（
太
陽
中
心
説
）
と
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
P
to
lem
a
tic
sy
estem
〔
th
eo
ry
〕
（
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
体
系
・
説
）
ま
た
は
g
eo
cen
tricism
（
地
球
中
心
説
）
に
対
し
て
い
る
。
日
本
で
も
こ
の
説
が
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
時
は
西
洋
と
同
じ
よ
う
な
名
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
後
に
詳
し
く
見
る
が
、
和
蘭
オ
ラ
ン
ダ大
通
詞
の
本
木
良
永
（
1735
－
1794）
に
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』（
寛
政
四
年
1792成
立
）
と
い
う
訳
述
書
が
あ
る
。「
太
陽
窮
理
」
は
Z
o
n
n
e-S
telzel
の
訳
で
、
現
在
で
は
太
陽
系
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
巻
に
は
「
箇
百
耳
尼
久
数
（
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
）ノ
窮
理
又
一
名
太
陽
窮
理
」
と
題
さ
れ
た
六
惑
星
が
太
陽
の
周
囲
を
旋
る
図
が
あ
り
、
下
巻
に
は
「
此
の
太
陽
及
び
惑
星
列
次
の
学
を
名
づ
け
て
天
学
語
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
戞 カ
曷 ア
ー尹 ン
設 セ
湿 シ
数 ス
得 テ
抹 マ
曷 ア
ーと
い
ふ
、
和
蘭
語
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
戞 カ
曷 ア
尹 ン
設 セ
数 ス
得 テ
而 ル
説 セ
而 ル
と
い
ふ
な
り
。
此
に
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
詰 キ
由 ユ
数 ス
の
窮
理
学
と
訳
す
」、「
地
球
は
吾
が
太
陽
窮
理
の
中
心
に
静
居
し
て
、
地
球
の
周
に
太
陽
・
太
陰
・
恒
星
運
動
す
る
な
り
」、「
骨
コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
戞 カ
曷 ア
尹 ン
設 セ
数 ス
得 テ
而 ル
説 セ
而 ル
と
は
如
何
な
る
を
い
ふ
や
。
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
戞 カ
曷 ア
尹 ン
設 セ
・
数 ス
得 テ
而 ル
説 セ
而 ル
と
い
ふ
は
太
陽
窮
理
と
い
ふ
に
同
じ
。
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
戞 カ
曷 ア
尹 ン
設 セ
・
数 ス
得 テ
而 ル
説 セ
而 ル
と
は
尼 ニ
骨 コ
刺 ラ
乎 ウ
数 ス
・
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
詰 ニ
由 ユ
数 ス
と
い
ひ
し
人
の
姓
名
を
以
て
名
づ
く
。
此
の
語
、
骨 コ
百 ペ
耳 ル
尼 ニ
詰 キ
由 ユ
数 ス
と
い
ひ
し
人
の
窮
理
学
を
云
は
ん
が
如
し
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
（
以
上
、
本
文
は
『
日
本
哲
学
全
書
』
昭
和
十
一
年
第
一
書
房
刊
に
よ
る
）。
中
山
氏
は
「
地
動
と
い
う
言
葉
は
ふ
つ
う
に
解
す
れ
ば
地
震
」
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
諸
橋
轍
次
の
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、
郡
国
被
地動
災
甚者
、
無
出
租賦

。
（『
漢
書
』
元
帝
紀
）
献
帝
紀
曰
、
京
師
地
震
、
卓
又
問
。
対
曰
、
地
動
陰
盛
、
大
臣
踰
制之
所
致也
。
（『
魏
志
』
董
卓
伝
・
注
）
造
候風
地
動
儀
以
精銅
鋳成
。
（『
後
漢
書
』
張
衡
伝
）
な
ど
地
震
の
意
味
の
例
し
か
載
せ
て
い
な
い
（「
地
動
儀
」
は
地
震
の
起
き
た
方
向
を
測
る
装
置
）。
ま
た
我
が
国
で
は
大
陸
移
動
の
よ
う
な
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
小
山
田
与
清
『
松
屋
筆
記
』（
文
化
十
五
年
〔
1818〕
～
弘
化
二
年
〔
1845〕）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
去
文
政
□ マ
マ年
、
紅
夷
医
シ
ー
ボ
ル
ト
と
い
ふ
者
長
崎
よ
り
江
戸
へ
ま
う
で
く
る
道
の
ほ
ど
備
前
備
中
の
間
の
海
中
な
る
牛
ク
ヒ
島
に
泊
れ
る
を
り
、
相
具
せ
る
長
崎
の
内
通
辞
菊
谷
米
蔵
そ
こ
に
て
枯
骨
一
枚
見
出
て
示
せ
し
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
曰
、
「
日
本
国
は
地
動
以
前
の
世
界
に
て
は
カ
ム
シ
カ
ッ
ト
よ
り
蝦
夷
松
前
ア
メ
リ
カ
州
ま
で
続
（
き
）
た
る
地
な
れ
ば
、
当
時
大
獣
お
ほ
く
栖
（
み
）
、
象
も
栖
（
み
）
た
れ
ば
、
そ
の
象
骨
也
。
地
動
の
時
、
人
蓄
共
に
沈
没
し
て
空
土
と
な
り
ぬ
。
扶
桑
木
と
て
海
辺
よ
り
出
る
も
そ
の
を
り
の
埋
木
也
。
又
山
中
よ
り
貝
殻
な
ど
出
る
も
地
動
以
前
の
物
也
。
所
所
に
て
龍
骨
と
て
掘
出
る
、
は
た
象
骨
也
。
地
動
と
い
ふ
は
漢
土
に
て
は
夏
禹
洪
水
を
治
し
時
に
あ
た
れ
り
」
と
い
へ
り
、
と
な
ん
。
（
巻
七
十
五
「
地
動
の
説
」）
し
た
が
っ
て
、
「
地
動
説
」
と
い
う
語
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
に
対
し
て
は
あ
ま
り
適
切
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
新
し
い
概
念
や
知
識
を
伝
え
る
場
合
、
既
存
の
語
を
新
た
な
意
味
で
用
い
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
球
の
自
転
を
言
う
の
か
公
転
を
言
う
の
か
定
ま
ら
な
い
欠
点
が
あ
り
、
天
文
学
用
語
と
し
て
は
や
は
り
適
切
と
は
言
え
ま
い
。
例
え
ば
金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』（
明
治
四
十
年
）
に
「
①
地
殻
の
ふ
る
ひ
う
ご
く
こ
と
。
②
大
地
の
運
動
即
ち
自
転
・
公
転
の
称
。［
地
動
説
］
地
動
に
よ
り
て
昼
夜
四
時
の
起
る
と
い
ふ
説
。
天
動
説
の
対
」
と
あ
る
。
で
は
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
あ
い
を
こ
め
て
「
地
動
説
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
始
め
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
中
山
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
志
筑
忠
雄
に
起
原
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
に
と
っ
て
は
、
太
陽
が
中
心
か
地
球
が
中
心
か
は
単
に
作
図
的
・
位
置
的
問
題
で
、
そ
れ
よ
り
も
動
静
の
物
理
の
方
が
伝
統
的
な
自
然
哲
学
の
上
で
、
よ
り
本
質
的
な
意
味
を
持
つ
。
だ
か
ら
太
陽
中
心
説
よ
り
も
地
静
か
地
動
か
が
問
題
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
中
山
氏
の
指
摘
を
検
証
し
つ
つ
、
「
地
動
説
」
と
い
う
語
に
籠
め
ら
れ
た
意
味
を
地動説という言葉 169（12）
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
１
本
木
良
永
に
よ
る
最
初
の
地
動
説
紹
介
本
木
良
永
に
は
前
掲
の
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
』
よ
り
前
に
『
和
蘭
地
球
図
説
』
（
安
永
元
年
1772
）
と
い
う
訳
述
書
が
あ
る
。
そ
の
巻
一
の
「
地
球
並
ニ
地
図
諸
圏
ノ
事
」
中
の
次
の
一
節
が
地
動
説
が
我
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
広
瀬
秀
雄
「
洋
学
と
し
て
の
天
文
学
」
岩
波
思
想
大
系
65『
洋
学
（
下
）』
解
説
。
傍
線
は
引
用
者
）。
地
図
ノ
上
ニ
テ
見
得
ル
所
ノ
諸
圏
ノ
名
目
、
度
数
配
分
、
総
テ
用
法
ヲ
能
ク
知
ル
ベ
シ
。
無
益
ニ
是
ヲ
定
メ
タ
ル
ニ
非
ズ
。
又
如
何
ナ
ル
理
ヲ
以
テ
究
メ
タ
ル
ヤ
吾
等
謂
ン
。
是
レ
日
曜
ノ
旋
ニ
因
ル
也
。
若
ク
ハ
二
十
四
時
〈
一
昼
夜
ヲ
云
フ
〉
、
若
ク
ハ
一
年
ニ
日
曜
地
球
ヲ
旋
ル
ヤ
、
又
地
球
日
曜
ヲ
旋
ル
ヤ
、
古
今
ノ
異
説
コ
コ
ニ
用
ナ
シ
。
専
ラ
吾
等
思
惟
ノ
実
明
ナ
ル
所
ニ
拠
テ
、
只
其
肝
要
ナ
ル
所
ヲ
書
載
ス
。
日
曜
二
十
四
時
ニ
全
地
球
ノ
円
周
ヲ
照
シ
給
ヒ
、
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
九
分
ミ
ニ
ユ
ツ
テ
ン
ヲ
歴
テ
〈
ミ
ニ
ユ
ツ
テ
ン
此
ニ
分
ト
訳
ス
、
一
時
六
十
分
之
一
ヲ
云
〉
又
初
メ
旋
行
ノ
初
点
ニ
至
ル
。
能
ク
諭
サ
バ
、
地
球
ニ
二
個
ノ
運
リ
有
ル
事
ヲ
監
ル
ベ
シ
。
…
人
々
日
光
ノ
中
ニ
在
テ
、
日
輪
ハ
世
界
全
体
ノ
大
ニ
君
タ
ル
所
ノ
物
ト
ス
。
日
輪
正
中
ニ
居
坐
シ
玉
ヒ
テ
、
其
光
輝
万
方
ニ
光
被
シ
、
天
地
間
ノ
闇
体
ノ
物
ヲ
照
シ
温
メ
、
悦
シ
メ
動
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
。
実
ニ
監
ミ
ベ
キ
輪
行
ノ
旋
動
ナ
シ
。
然
レ
バ
、
日
輪
ノ
旋
転
シ
玉
フ
ト
見
ル
ハ
、
地
球
ノ
旋
転
ス
ル
ヲ
見
ル
所
ナ
ル
ベ
シ
。
斯
ノ
如
キ
ヲ
、
日
曜
地
球
ノ
周
ヲ
周
行
シ
玉
フ
ト
見
ル
也
。
こ
の
書
は
仏
語
で
書
か
れ
た
ル
ナ
ー
ル
の
航
海
地
図
の
欄
外
に
書
か
れ
て
あ
る
啓
蒙
的
記
事
を
メ
ル
キ
オ
ス
が
蘭
語
訳
し
た
も
の
を
邦
訳
し
た
『
阿
蘭
陀
地
球
説
』
（
明
和
八
年
1771
）
を
彼
自
身
が
更
に
改
訂
増
補
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
彼
は
原
文
に
忠
実
な
翻
訳
者
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
中
山
氏
は
原
書
と
の
比
較
か
ら
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
良
永
は
原
著
か
ら
神
の
創
造
の
業
を
語
っ
て
い
る
部
分
と
西
洋
天
文
学
史
の
中
で
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
に
ま
つ
わ
る
聖
書
の
字
義
解
釈
論
争
の
部
分
を
抜
い
て
訳
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
中
山
氏
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
は
神
学
と
関
係
が
あ
り
、
危
険
思
想
で
あ
る
」、「
当
時
の
日
本
の
現
実
の
な
か
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
当
局
の
忌
憚
に
触
れ
、
ひ
い
て
は
己
の
家
業
が
危
う
く
な
り
、
さ
ら
に
通
詞
一
般
は
危
険
思
想
に
常
に
接
し
て
い
る
注
意
人
物
だ
と
勘
ぐ
ら
れ
は
し
な
い
か
」
と
「
体
制
内
の
囲
わ
れ
者
で
あ
っ
た
一
長
崎
通
詞
」
は
判
断
し
、
そ
の
結
果
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
が
ほ
ん
の
少
し
覗
い
て
い
る
だ
け
の
不
完
全
な
紹
介
に
終
わ
り
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
名
の
初
出
と
し
て
の
意
味
し
か
と
ど
め
て
い
な
い
」
の
だ
、
と
（『
日
本
の
天
文
学
』
九
〇
頁
。「
本
木
良
永
訳
和
蘭
地
球
図
説
に
つ
い
て
」
蘭
学
資
料
研
究
会
「
研
究
報
告
」
第
一
一
二
号
お
よ
び
第
一
六
二
号
）。
確
か
に
寛
永
七
年
（
1630）
に
出
さ
れ
た
禁
書
令
は
中
国
に
渡
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
に
よ
る
漢
文
の
著
作
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
洋
書
に
つ
い
て
は
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
洋
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
出
島
蘭
館
日
記
』
一
六
四
一
年
十
月
三
十
一
日
の
条
に
「
医
薬
・
外
科
及
び
航
海
に
関
す
る
も
の
の
外
日
本
に
持
渡
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
命
令
が
バ
タ
ビ
ア
（
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
ラ
テ
ン
語
名
）
に
帰
る
カ
ピ
タ
ン
（
船
長
）
に
対
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、
『
バ
タ
ビ
ア
城
日
記
』
一
六
四
二
年
一
月
二
十
八
日
条
に
「
平
戸
商
館
の
創
設
よ
り
引
上
に
至
ま
で
商
館
に
在
り
し
帳
簿
及
び
書
類
は
、
特
使
筑
後
守
及
び
長
崎
奉
行
等
が
其
中
に
基
督
教
に
関
す
る
も
の
の
隠
匿
し
あ
ら
ん
こ
と
を
惧
れ
、
日
本
よ
り
タ
イ
オ
ワ
ン
に
輸
送
す
る
こ
と
を
命
じ
た
れ
ば
、
同
所
に
於
て
は
目
録
を
作
り
之
を
保
管
せ
り
。
其
上
、
印
刷
し
た
る
書
籍
日
本
に
送
る
こ
と
を
禁
止
せ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
（
岩
崎
克
己
著
『
前
野
蘭
化
１
』
東
洋
文
庫
一
六
一
～
四
頁
）
。
享
保
五
年
（
1720
）
の
解
禁
令
に
よ
っ
て
洋
書
の
輸
入
も
認
め
ら
れ
た
時
も
キ
リ
ス
ト
教
義
に
関
係
す
る
も
の
は
例
外
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
山
氏
が
推
測
す
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
『
出
島
蘭
館
日
記
』
に
あ
る
よ
う
に
蘭
書
は
「
医
薬
・
外
科
及
び
航
海
」
な
ど
の
技
術
を
得
る
た
め
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
単
に
技
術
だ
け
で
は
な
く
そ
の
裏
付
け
と
な
る
知
識
を
理
解
す
る
必
要
性
を
意
識
し
て
い
た
『
解
体
新
書
』
（
安
永
三
年
1774）
で
さ
え
も
、
原
文
注
か
ら
は
「
形
体
に
関
渉
す
る
も
の
」
だ
け
を
取
り
、
解
剖
学
の
研
究
法
や
新
旧
解
剖
学
者
の
略
歴
や
業
績
、
あ
る
い
は
旧
約
聖
書
時
代
か
ら
の
血
液
循
環
に
関
す
る
観
念
や
学
説
な
ど
は
省
か
れ
て
い
る
（
岩
崎
『
前
野
蘭
化
２
』
四
一
～
二
頁
）
。
本
木
良
永
の
『
和
蘭
地
球
図
説
』
も
ま
た
航
海
の
要
器
と
し
て
の
地
球
図
を
理
解
す
る
目
的
で
訳
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
良
永
が
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
自
体
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
、
当
面
の
目
的
に
直
接
関
係
し
な
い
聖
書
の
字
義
解
釈
論
争
な
ど
は
省
か
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
良
永
に
は
同
様
の
目
的
の
た
め
に
天
球
儀
と
地
球
儀
の
利
用
法
を
訳
し
た
『
天
地
二
球
用
法
』
（
安
政
三
年
1774）
と
い
う
訳
述
書
も
あ
る
。
そ
の
自
序
に
そ
う
し
た
翻
訳
の
意
図
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
（
大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』
に
よ
る
）。
古
聖
俯
仰
天
文
地
理
ヲ
見
察
シ
、
民
ニ
時
ヲ
授
ケ
天
下
ヲ
平
治
ス
。
欧
羅
巴
ノ
先
賢
亦
同
ジ
。
殊
ニ
和
蘭
ハ
海
ニ
浮
デ
万
国
ニ
通
商
シ
、
国
ヲ
富
シ
博
ク
衆
芸
ヲ
学
デ
身
を
ヲ
潤
ス
。
嗚
呼
大
哉
、
航
海
ノ
術
。
終
ニ
一
隻
ノ
舶
ヲ
以
テ
万
里
ノ
大
洋
ヲ
渡
ル
。
其
要
ハ
天
文
ヲ
測
リ
、
日
月
諸
星
ノ
運
行
ヲ
考
エ
テ
、
昼
ハ
大
陽
行
度
升
降
ヲ
測
リ
、
夜
ハ
恒
星
地
平
上
高
低
ヲ
度
リ
、
経
緯
度
以
テ
其
船
隻
ノ
所
在
ヲ
知
ル
。
天
地
二
球
ハ
天
文
地
理
ノ
学
士
及
航
海
者
ノ
要
器
ナ
リ
。
或
人
一
日
予
ニ
此
器
ノ
用
法
ヲ
問
フ
。
即
謂
、
予
ガ
得
ル
所
ノ
一
書
ア
リ
。
…
彼
土
一
千
六
百
六
十
六
年
開
板
セ
ル
書
ナ
リ
。
浅
識
我
輩
何
ゾ
正
訳
ヲ
得
ン
ヤ
。
今
此
書
ヲ
解
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ク
ニ
…
…
名
ケ
テ
天
地
二
球
用
法
ト
云
。
し
た
が
っ
て
、『
天
地
二
球
用
法
』
で
も
、
自
序
に
お
い
て
、
其
書
ノ
序
曰
天
学
達
識
ノ
人
天
ノ
中
心
三
光
ノ
運
行
ヲ
思
惟
ス
ル
ニ
二
説
ア
リ
。
其
一
曰
、
地
球
ハ
天
ノ
中
心
ニ
居
リ
不
動
ニ
シ
テ
七
曜
恒
星
ハ
地
球
ノ
円
周
ヲ
運
転
ス
ト
。
其
一
ハ
太
陽
ハ
常
靜
不
動
ニ
シ
テ
地
球
ハ
五
星
ト
共
ニ
太
陽
ノ
周
郭
ヲ
旋
リ
、
恒
星
天
ハ
凝
住
シ
テ
不
動
ナ
リ
ト
ス
。
初
ニ
思
議
ス
ル
所
ハ
「
テ
イ
モ
カ
ア
ン
ス
」
或
「
ヒ
ツ
パ
ル
ク
ユ
ス
プ
ト
ロ
メ
ユ
ー
ス
」
ト
云
シ
者
其
門
人
等
今
ノ
時
節
ニ
及
ブ
迄
思
議
ス
ル
所
ナ
リ
。
其
次
ニ
思
議
ス
ル
所
ハ
古
昔
書
籍
ヲ
著
セ
ル
人
ノ
考
証
ニ
従
シ
ハ
古
ノ
事
ニ
シ
テ
其
書
ヲ
遺
ス
事
無
ク
数
多
ノ
芸
術
ヲ
失
ヱ
リ
。
然
ト
云
ト
モ
凡
一
百
年
前
ニ
「
ニ
コ
ラ
ア
ス
コ
ペ
ル
ニ
キ
ユ
ス
」
ト
云
シ
者
ア
リ
、
天
学
測
量
比
類
ナ
キ
一
人
「
テ
イ
コ
ヲ
ブ
ラ
ヘ
」
ト
云
シ
者
ト
交
ヲ
成
シ
此
術
ノ
奥
義
ヲ
究
メ
深
暗
ノ
中
ヲ
出
テ
再
ビ
明
中
ニ
移
ル
ガ
如
シ
。
と
い
っ
た
西
洋
天
文
学
史
の
簡
単
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
は
「
実
際
的
な
用
法
（
特
に
航
海
用
の
）
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
太
陽
中
心
説
に
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
ず
、
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
ー
エ
の
観
測
結
果
は
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
名
は
つ
い
に
出
て
来
な
い
」
の
で
あ
る
（
中
山
茂
「
本
木
良
永
の
天
文
書
翻
訳
に
つ
い
て
」
蘭
学
資
料
研
究
会
「
研
究
報
告
」
第
66号
1960.7
）
。
中
山
氏
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
「
良
永
は
前
訳
で
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
恐
れ
を
な
し
た
が
、
一
方
自
分
自
身
に
は
気
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
訳
出
し
て
依
頼
者
に
差
し
出
す
段
で
は
、
第
二
部
を
削
っ
て
ご
ま
か
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（『
日
本
の
天
文
学
』
九
二
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
訳
書
は
自
序
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
需
め
に
応
じ
て
「
天
文
地
理
ノ
学
士
及
航
海
者
ノ
要
器
」
で
あ
る
天
球
儀
地
球
儀
の
用
い
方
を
こ
の
書
に
よ
っ
て
説
明
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
十
八
年
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ダ
ム
ス
の
原
著
を
訳
し
た
彼
の
前
掲
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
（
寛
政
四
年
〔
1792
〕
成
立
）
で
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
は
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
山
氏
は
「
ア
ダ
ム
ス
の
頃
の
本
に
な
る
と
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
は
す
で
に
自
明
の
こ
と
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
と
や
か
く
の
議
論
も
な
い
か
ら
、
良
永
は
安
心
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
忠
実
に
訳
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
に
関
し
て
「
と
や
か
く
の
議
論
も
な
い
」
と
い
う
の
は
、
西
洋
に
お
け
る
こ
と
か
我
が
国
に
お
け
る
こ
と
か
判
然
と
し
な
い
が
、
ピ
ウ
ス
七
世
が
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
・
ガ
リ
レ
オ
の
説
を
ロ
ー
マ
で
公
表
す
る
こ
と
を
許
し
た
の
は
一
八
二
二
年
、
彼
ら
の
書
が
禁
書
目
録
か
ら
外
さ
れ
た
の
は
一
八
三
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
寛
政
四
年
当
時
の
我
が
国
に
お
い
て
も
地
動
説
に
対
し
て
儒
仏
両
方
か
ら
依
然
と
し
て
猛
烈
な
反
駁
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
後
に
も
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
は
官
命
に
よ
っ
て
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
山
氏
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
楢
林
栄
哲
撰
の
良
永
墓
誌
に
「
奉
命
訳
書
時
維
厳
冬
自
潅
冷
水
裸
体
素
跣
詣
于
諏
方
神
廟
祷
卒
其
業
人
或
諫
曰
子
既
老
矣
何
自
苦
之
劇
君
曰
吾
自
先
世
以
訳
食
公
禄
蓋
尽
其
職
以
斯
致
死
即
吾
分
而
已
」
と
あ
る
が
（『
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
氏
事
略
』
長
崎
学
会
叢
書
に
よ
る
）、
こ
の
水 み
ず垢 ご
離 り
ま
で
し
て
翻
訳
に
臨
ん
だ
の
は
、
こ
の
書
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
（
大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』）。
良
永
の
和
蘭
書
訳
述
に
は
他
に
『
翻
訳
阿
蘭
陀
本
草
』（
明
和
八
年
1771）、『
平
天
儀
用
法
』（
安
永
二
～
三
年
1773
－
4
）
、
『
太
陽
距
暦
解
』
（
安
永
三
年
）
、
『
日
月
圭
和
解
』
（
安
永
五
年
）
、
『
象
限
儀
用
法
』（
天
明
三
年
1783）、『
阿
蘭
陀
海
鏡
書
』（
天
明
八
年
）、『
阿
蘭
陀
永
続
暦
和
解
』
（
天
明
八
年
）
、
『
阿
蘭
陀
全
世
界
地
図
書
訳
』
（
寛
政
二
年
1790
）
、
『
和
蘭
候
象
器
附
解
』
（
寛
政
四
年
）
が
あ
る
が
、
天
文
学
に
関
す
る
も
の
は
航
海
術
に
必
要
な
知
識
を
記
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
楢
林
栄
哲
撰
の
良
永
墓
誌
に
「
君
為
人
質
直
奉
公
無
私
」
と
あ
る
が
、
彼
は
依
頼
者
の
需
め
（
そ
れ
は
前
述
の
蘭
学
に
対
す
る
時
代
の
意
識
に
他
な
ら
な
い
が
）
に
忠
実
に
応
じ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
良
永
の
訳
書
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
が
現
れ
て
く
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
偶
然
と
も
言
え
る
。
と
も
あ
れ
、
本
木
の
こ
れ
ら
の
訳
述
書
に
よ
っ
て
地
動
説
は
我
が
国
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
三
浦
梅
園
は
安
永
七
年
（
1778）
に
長
崎
に
再
遊
し
、
本
木
良
永
の
訳
業
を
指
導
し
た
松
村
元
綱
か
ら
「
動
地
説
ロ
ウ
ベ
ン
デ
ア
ア
ル
ド
コ
ロ
ウ
ト」
を
聞
き
、
そ
の
著
『
贅
語
』
を
補
訂
し
て
い
る
。
ま
た
司
馬
江
漢
（
1747
－
1815）
の
『
刻 コ
ツ白 ペ
爾 ル
天
文
図
解
』
に
「
此
編
ノ
全
説
ハ
西
洋
ノ
書
ニ
シ
テ
、

サ
キニ
崎 ナ
ガ陽 サ
キノ
訳
司
ツ
ウ
ジ本
木
氏
翻
訳
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
余
請
テ
之
ヲ
閲
ス
ル
ニ
刻 コ
ツ白 ペ
爾 ル
ノ
窮
理
地
転
ノ
説
也
。（「
凡
例
」）」
と
あ
り
、
平
田
篤
胤
（
1776
－
1843）
の
『
印
度
蔵
志
』
に
「
西
洋
の
説
は
、
天
地
二
球
用
法
記
と
い
ふ
書
に
見
え
て
、
骨 コ
ッ閉 ペ
留 ル
と
云
し
者
の
説
な
り
」
と
あ
り
、
同
じ
く
篤
胤
の
『
太
昊
古
易
伝
』
に
「
早
く
長
崎
人
本
木
何
某
の
訳
せ
る
天
地
二
球
用
法
記
と
云
ふ
物
に
見
え
て
、
彼
の
骨
閉
留
と
云
へ
る
も
此
説
な
り
」
「
既 は
や
く
見
た
り
し
天
地
二
球
用
法
記
、
又
近
頃
見
た
る
遠
西
観
象
図
説
な
ど
云
ふ
物
は
共
に
西
洋
の
天
文
書
を
訳
せ
る
物
な
る
が
」
と
あ
る
。
２
志 し
筑 づ
き忠
雄
の
『
星
学
指
南
評
説
』
「
地
動
の
説
」
の
初
出
我
が
国
へ
の
地
動
説
の
本
格
的
な
紹
介
は
本
木
良
永
の
弟
子
で
あ
る
志
筑
忠
雄
（
中
野
柳
圃
1760
－
1806
）
の
『
暦
象
新
書
』
（
上
編
寛
政
十
年
1798
、
中
編
同
十
二
年
1800
、
下
編
享
和
二
年
1802成
立
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
志
筑
は
『
暦
象
新
書
』
の
旧
訳
本
あ
る
い
は
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
『
天
文
管
』（
天
明
五
年
1785）
と
『
動
学
指
南
』（
同
年
）
を
書
い
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
『
天
文
管
』
の
下
巻
末
に
あ
る
「
星
学
指
南
評
説
」
で
あ
る
（
以
下
の
引
用
は
大
崎
正
次
「『
暦
象
新
書
』
天
明
旧
訳
本
の
発
見
」「
科
学
史
研
究
」
第
四
・
五
号
、
昭
和
十
八
年
一
月
に
よ
る
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
地
動
説
」
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
現
れ
て
い
る
か
を
知
地動説という言葉 167（14）
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
「
評
説
」
の
序
に
言
う
（
傍
線
引
用
者
）。
天
地
之
始
初
ハ
ジ
メ
混
沌
た
る
も
の
既
に
判
れ
、
清 ス
メ
ル
者
は
升
て
天
と
な
り
、
濁 ニ
ゴ
レ
ル
者
は
礙
て
地
と
な
る
。
猶
湿
気
の
青
蒼
中
に
変
て
霧
粒
と
な
る
が
如
し
。
易
ニ
曰
ク、
本
ク
乎
上
ニ
者
は
親
ミ
上
ヲ、
本
ク
乎下
ニ
もの
は
親
ニ
下 ヲ。（
中
略
。
以
下
陰
陽
静
動
を
説
く
）
今
や
欧
羅
巴
の
人
機
巧
之
術
を
好
み
、
形
器
之
天
学
を
専
に
す
。
事
理
の
採
る
べ
き
を
知
て
陰
陽
の
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
。
故
に
説
辞
煩
砕
に
し
て
温
な
ら
ず
、
気
象
急
進
に
し
て
平
な
ら
ず
。
然
と
い
へ
ど
も
小
知
者
是
を
愛
し
、
利
口
者
は
是
を
好
む
。
是
故
に
近
来
和
人
往
々
其
説
を
唱
る
も
の
あ
り
。
其
道
本
よ
り
見
る
べ
き
無
き
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
若
し
或
は
遠
流
に
溺
れ
て
返
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
必
ズ
後
世
邪
説
を
為
す
の
端
を
発
さ
ん
。
是
を
以
聊
管
見
を
述
し
、
こ
れ
が
評
説
を
作
る
こ
と
し
か
り
。
す
な
わ
ち
東
洋
の
自
然
哲
学
思
想
で
あ
る
陰
陽
静
動
の
説
を
十
分
に
理
解
し
て
な
い
者
が
、
西
洋
の
新
説
に
か
ぶ
れ
て
「
邪
説
」
す
な
わ
ち
「
地
動
説
」
を
信
じ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
文
に
も
同
趣
旨
の
内
容
が
二
つ
の
観
点
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
西
洋
の
新
説
は
既
に
東
洋
で
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
（
前
略
）
今
の
蛮
説
は
太
陽
恒
星
を
静
物
と
し
、
地
と
五
星
と
を
一
種
と
し
、
各
太
陽
を
旋
り
て
、
内
な
る
は
速
や
か
な
る
に
外
な
る
は
遅
く
、
二 マ
マ地
に
回
転
あ
り
て
視
動
左
旋
之
本
た
り
と
い
へ
り
。
是
則
昼
夜
を
以
地
の
転
回
と
し
、
春
秋
を
以
地
の
周
行
と
す
。
…
是
を
観
れ
ば
蛮
人
の
云
ふ
所
地
動
の
説
又
自
ら
一
理
あ
り
。
爾
雅
の
疏
に
、
地
に
升
降
あ
り
、
冬
至
よ
り
夏
至
に
至
て
降
る
三
万
里
、
夏
至
よ
り
冬
至
に
至
つ
て
升
る
こ
と
三
万
里
と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
然
れ
ば
一
日
の
行
凡
百
六
十
余
里
也
。
此
の
如
く
な
る
時
は
、
地
動
の
説
古
昔
よ
り
是
あ
り
、
何
ぞ
必
ず
し
も
蛮
人
而
已
な
ら
ん
。
列
子
曰
、
天
地
密
に
移
る
、
疇 タ
レか
是
を
覚
せ
ん
。
又
曰
ク、
凡
ソ一
気
頓
に
進
ま
ず
、
一
形
頓
に
欠
ケず
。
是
等
の
論
蛮
説
と
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
又
何
も
合
ふ
所
あ
り
。
も
う
一
つ
は
西
洋
天
文
学
と
東
洋
自
然
哲
学
の
方
法
論
の
違
い
で
あ
り
、
思
索
の
深
さ
に
お
い
て
西
洋
天
文
学
は
東
洋
自
然
哲
学
に
及
ば
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
唯
蛮
説
は
か
な
ら
ず
其
事
を
見
て
而
後
、
其
理
を
云
ふ
。
故
に
其
語
浅
陋
に
し
て
味
な
く
、
其
の
心
労
役
し
て
益
す
く
な
し
。
古
之
人
は
其
の
理
に
通
じ
て
其
事
を
善
す
。
故
に
其
語
簡
易
に
し
て
含
容
あ
り
、
心
慮
苦
ま
ず
し
て
、
言
教
と
す
る
に
足
れ
り
。
是
其
異
な
る
所
な
り
。
…
蛮
人
揣
摩
を
好
ん
で
、
天
を
敬
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
故
に
放
言
誕
説
し
て
是
を
神
に
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
若
以
至
言
妙
道
と
す
る
も
の
は
本
よ
り
論
る
に
足
ら
ず
。
常
見
に
し
て
容
る
こ
と
能
ざ
る
も
の
又
得
り
と
せ
ず
。
異
方
の
天
学
は
形
色
名
声
の
末
に
止
て
精
微
の
理
に
達
せ
ず
。
是
を
以
證
を
引
譬
を
設
る
こ
と
明
白
な
り
と
雖
、
又
唯
線
を
画
し
、
形
を
比
ぶ
る
に
過
ぎ
ず
。
見
ん
ひ
と
宜
く
是
を
察
し
給
へ
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
こ
の
志
筑
忠
雄
か
ら
百
年
以
上
前
に
書
か
れ
た
『
乾
坤
弁
説
』
（
一
六
五
〇
年
）
の
向
井
元
升
の
考
え
方
と
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
元
升
は
「
右
天
地
の
間
に
、
陰
陽
五
行
の
気
、
升
降
浮
沈
往
来
循
環
す
る
事
、
是
天
地
の
政
也
、
天
道
大
徳
の
化
也
、
是
に
依
て
万
物
の
生
成
あ
り
。
…
右
南
蛮
学
家
に
天
地
万
物
生
成
変
化
の
義
を
論
ず
る
、
苟
も
牽
強
付
会
の
工
夫
な
る
故
に
、
凡
俗
愚
昧
の
者
は
迷
ひ
入
と
い
へ
ど
も
、
君
子
は
彼
学
教
の
正
理
、
正
論
に
非
る
こ
と
を
知
て
、
其
教
に
迷
ふ
事
な
し
。
右
の
論
弁
に
付
て
、
弥
工
夫
を
加
へ
、
考
弁
を
な
し
、
愚
俗
の
彼
の
蛮
教
に
惑
は
ざ
る
や
う
に
な
し
玉
へ
と
ぞ
」
（
亨
巻
の
末
）
と
言
っ
て
い
る
（
引
用
は
『
文
明
源
流
叢
書
』［
昭
和
五
十
三
年
復
刻
版
］
に
よ
る
）。
３
志
筑
忠
雄
の
『
暦
象
新
書
』
地
動
説
の
本
格
的
な
紹
介
さ
て
、
『
暦
象
新
書
』
は
英
国
人
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ル
の
天
文
書
を
ヨ
ア
ン
・
リ
ュ
ロ
フ
ス
が
蘭
訳
し
た
も
の
を
、
和
漢
の
暦
書
を
引
用
し
つ
つ
分
か
り
や
す
く
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
編
下
巻
の
附
録
「
天
体
論
」
に
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
以
後
の
ケ
プ
ラ
ー
や
ニ
ュ
ウ
ト
ン
の
説
に
も
触
れ
、
こ
れ
ら
の
説
を
知
ら
な
い
こ
と
が
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
志
筑
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
に
対
す
る
態
度
は
十
数
年
前
の
『
天
文
管
』
の
時
と
は
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
そ
れ
が
窺
え
る
部
分
を
次
に
引
用
す
る
（
引
用
は
『
文
明
源
流
叢
書
』［
昭
和
五
十
三
年
復
刻
版
］
に
よ
る
が
、
一
部
句
読
を
変
え
た
所
が
あ
る
）。
地
動
の
説
、
西
国
に
て
も
曾
て
建
言
の
旨
に
違
へ
り
と
い
ひ
て
、
忌
み
退
く
る
人
あ
り
し
か
ど
、
其
事
を
明
弁
す
る
あ
り
て
後
は
、
相
悖
る
所
な
き
に
至
り
ぬ
と
い
へ
り
。
或
人
曰
、
暦
象
考
成
の
歌 コ
白 ペ
泥 ニ
は
、
即
ち
コ
ペ
ル
ニ
キ
ュ
ス
な
り
。
然
る
に
支
那
人
猶
地
動
を
信
ぜ
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
豈
古
人
の
言
に
違
へ
り
と
す
る
が
故
か
。
曰
く
、
考
成
の
地
動
を
取
ら
ざ
る
は
、
推
測
の
上
に
あ
り
て
、
道
理
の
上
の
こ
と
に
も
あ
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
按
る
に
、
其
取
ざ
る
所
以
の
者
四
つ
あ
り
。
一
に
は
、
太
陽
天
輪
は
太
陰
天
よ
り
遠
し
と
は
す
れ
ど
も
、
亦
其
十
倍
に
過
ぎ
ず
と
す
る
故
、
日
月
の
体
大
小
異
な
れ
ど
も
、
同
類
た
る
こ
と
を
妨
な
き
こ
と
を
得
。
其
二
に
は
、
歌
白
泥
・
地 チ
谷 コ
等
が
言
を
聞
と
も
、
い
ま
だ
契
礼
爾
ケ
プ
レ
ル・
尼 ニ
ウ通 ト
ンの
説
を
聞
ざ
る
故
に
、
数
理
の
妙
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
其
三
に
は
、
火
星
の
次
輪
に
、
太
陽
高
卑
差
を
生
る
こ
と
を
悟
る
と
い
へ
ど
も
、
火
星
其
本
天
の
最
天
の
最
高
卑
に
あ
る
に
随
て
、
亦
よ
く
次
輪
に
大
小
生
ず
と
思
へ
る
故
に
、
成
次
輪
と
太
陽
天
と
、
全
く
同
形
り
と
る
こ
と
を
得
ず
、
…
此
四
の
故
あ
る
に
よ
り
て
、
地
動
を
取
ら
ざ
る
も
の
と
見
た
り
。
日
月
離
地
の
こ
と
、
及
び
諸
星
次
輪
の
こ
と
、
並
に
別
に
是
を
論
ぜ
り
。
亦
近
頃
渡
れ
る
礼
器
図
説
と
か
い
へ
る
も
の
を
見
る
に
、
其
中
に
多
く
暗
厄
里
亜
製
の
儀
器
を
出
せ
る
に
、
太
陽
を
心
と
し
て
、
諸
曜
地
球
を
外
に
せ
る
も
の
あ
り
、
然
れ
ば
今
は
漸
此
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学
を
取
れ
る
か
。
同
様
の
内
容
の
西
洋
天
文
学
史
の
紹
介
は
、
良
永
の
『
天
地
二
球
用
法
』
あ
る
い
は
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
下
巻
に
も
見
ら
れ
る
が
、
志
筑
の
こ
の
答
え
は
単
な
る
歴
史
の
紹
介
で
は
な
く
、
地
動
説
の
正
し
さ
を
確
信
し
て
い
る
者
の
口
吻
が
感
じ
取
れ
る
。
お
そ
ら
く
地
動
説
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
上
編
上
巻
の
「
天
体
上
」
に
は
「
我
と
万
物
と
同
じ
く
有
情
に
し
て
、
共
に
地
上
に
あ
り
。
地
球
と
星
と
同
じ
く
円
体
に
し
て
、
皆
天
中
に
あ
り
、
さ
れ
ば
万
物
の
数
無
量
に
し
て
、
我
其
一
に
あ
り
。
我
を
除
い
て
は
悉
く
こ
れ
外
物
な
り
」
と
あ
り
、
辻
哲
夫
（
『
日
本
の
科
学
思
想
そ
の
自
立
へ
の
模
索
」
中
公
新
書
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
天
地
は
物
質
の
運
動
学
的
な
系
と
し
て
統
一
的
な
像
を
そ
な
え
る
こ
と
に
な
り
、
人
と
の
内
的
照
応
の
理
念
的
紐
帯
が
断
ち
切
ら
れ
」
た
認
識
に
も
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
節
で
紹
介
し
た
『
天
文
管
』
の
「
評
説
」
に
見
え
る
二
つ
の
観
点
か
ら
の
主
張
は
、
こ
の
『
暦
象
新
書
』
上
編
下
巻
の
附
録
「
天
体
論
」
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
地
動
説
は
早
く
東
洋
に
も
あ
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
（
傍
線
引
用
者
）。
○
問
曰
、
西
域
の
説
に
、
恒
星
は
即
ち
太
陽
に
し
て
、
太
陽
皆
不
動
な
り
。
五
星
と
地
球
と
は
一
種
に
し
て
、
各
太
陽
を
繞
り
て
、
又
且
自
ら
廻
転
す
る
が
故
に
、
地
の
周
行
は
太
陽
の
右
旋
を
な
し
、
地
の
廻
転
は
天
体
の
左
旋
を
な
す
と
云
り
。
是
全
く
西
人
の
発
明
に
出
て
、
古
今
和
漢
の
所
説
に
異
な
り
。
天
は
陽
な
り
、
地
は
陰
な
り
、
動
は
陽
に
属
し
、
靜
は
陰
に
属
す
。
今
地
球
を
動
物
と
す
る
と
き
は
、
陰
陽
乾
坤
の
性
情
に
反
す
。
然
ど
も
西
人
の
書
反
覆
丁
寧
に
し
て
、
頗
る
動
静
の
数
理
を
窮
た
る
を
観
れ
ば
、
又
実
論
に
非
ず
と
言
難
か
る
べ
し
。
西
人
猶
未
だ
達
せ
ざ
る
所
あ
る
が
故
に
、
古
人
と
合
ざ
る
か
、
古
人
猶
未
だ
達
せ
ざ
る
所
あ
る
が
故
に
、
其
言
地
動
に
及
ば
ざ
る
も
の
か
。
曰
、
予
竊
に
按
に
、
古
人
何
ぞ
動
静
を
知
ざ
ら
ん
。
後
人
未
だ
其
所
説
の
旨
に
達
せ
ざ
る
の
み
。
六
経
の
外
に
は
、
露 アラ
ハに
地
動
を
説
る
も
の
あ
り
。
宋
の

が
爾
雅
の
疏
に
曰
く
、
地
に
升
降
あ
り
、
冬
至
よ
り
夏
至
に
至
て
降
る
こ
と
三
万
里
、
夏
至
よ
り
冬
至
に
至
て
升
る
こ
と
三
万
里
と
云
り
。
然
ば
一
日
の
升
降
、
大
約
百
六
十
余
里
な
り
。
然
る
を
地
上
の
人
是
を
覚
せ
ざ
る
は
何
ぞ
や
、
列
子
曰
天
地
密
に
移
る
、
疇 タ
レか
覚
せ
ん
。
是
等
皆
西
人
に
先
達
て
、
地
動
を
説
け
る
も
の
に
似
た
り
。
（「
天
体
論
」）
も
う
ひ
と
つ
は
東
洋
自
然
哲
学
は
思
索
の
深
さ
に
お
い
て
西
洋
天
文
学
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
○
問
ふ
。
荘
列
仏
氏
の
説
は
、
理
を
い
へ
る
の
み
に
て
、
実
は
妄
言
に
似
た
り
。
今
西
人
は
星
体
を
以
て
世
界
と
す
。
其
言
確
証
あ
る
が
如
し
。
是
に
於
て
は
古
人
も
い
ま
だ
、
其
実
に
然
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
曰
く
、
古
人
は
唯
其
然
る
所
以
を
知
り
て
、
其
然
る
こ
と
を
穿
鑿
せ
ず
。
然
れ
ど
も
気
を
天
と
し
、
質
を
地
と
す
る
時
は
、
是
星
を
以
て
地
の
類
と
せ
る
こ
と
明
な
り
。
如
何
と
な
ら
ば
、
清
軽
者
上
為
天、
濁
重
者
為
地と
い
へ
り
。
今
日
月
星
を
以
て
天
に
較
べ
ば
、
孰
を
か
清
軽
な
り
と
し
、
孰
を
か
濁
重
な
り
と
せ
ん
。
諸
星
も
地
球
も
同
く
濁
重
の
物
に
し
て
、
共
に
天
中
に
あ
る
者
な
り
。
又
、
乾
坤
を
天
地
と
し
、
艮
兌
を
山
沢
と
す
。
是
れ
天
地
を
山
沢
の
大
な
る
者
と
し
、
山
沢
の
天
地
の
小
な
る
も
の
と
す
る
な
り
。
諸
山
の
地
上
に
あ
る
は
、
諸
星
の
天
上
に
あ
る
が
如
し
、
艮
兌
を
以
て
乾
坤
に
次
ぐ
所
以
な
り
。
然
れ
ば
諸
星
を
以
て
地
の
類
と
す
る
こ
と
、
何
ぞ
西
人
の
言
を
待
て
而
後
に
知
ら
ん
。
韓
子
曰
、
形
於上
者謂

之
天

、
形
於
下
者
謂
之
地

、
命
於
其
両
間
者
謂
之
人
と
い
へ
り
。
仮
令
ば
地
球
の
外
に
地
あ
り
人
あ
り
と
も
、
其
人
亦
天
を
戴
き
地
を
踏
て
、
陰
陽
無
端
の
道
に
出
没
し
、
好
和
悪
姦
の
性
に
屈
伸
す
べ
け
れ
ば
、
賢
愚
邪
正
こ
そ
、
或
は
等
し
か
ら
ざ
ら
め
、
善
に
悪
に
異
る
こ
と
あ
ら
ん
や
は
。
唯
古
人
は
先
務
を
急
に
し
て
、
知
を
万
物
に
周
く
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
無
為
に
し
て
万
理
の
至
要
に
達
す
。
然
れ
ど
も
今
は
数
千
年
来
の
知
を
積
て
、
究
理
推
測
共
に
漸
く
精
密
な
る
に
至
り
ぬ
れ
ば
、
実
に
理
を
推
し
て
、
是
等
の
事
を
論
ず
る
に
至
る
も
、
固
よ
り
時
勢
の
自
然
な
る
べ
け
れ
ば
、
従
来
幻
妄
無
拠
に
し
て
、
徒
に
人
を
惑
は
す
も
の
ゝ
類
と
は
、
大
に
異
な
る
べ
し
。
４
志
筑
忠
雄
の
思
想
的
背
景
宋
学
思
想
志
筑
が
西
洋
の
新
説
「
地
動
の
説
」
に
つ
い
て
述
べ
る
時
に
は
常
に
「
古
今
和
漢
の
所
説
」
が
言
及
さ
れ
て
い
た
。
曰
く
、
地
は
一
つ
の
気
か
ら
な
り
、
そ
の
清
軽
な
る
も
の
が
上
っ
て
天
と
な
り
、
濁
重
な
る
も
の
が
地
と
な
っ
た
。
気
に
は
陰
陽
が
あ
り
、
天
は
陽
で
あ
り
、
地
は
陰
で
あ
る
。
陽
の
天
は
動
き
、
陰
の
地
は
動
か
な
い
、
等
々
。
こ
れ
ら
は
宋
学
の
考
え
方
に
他
な
ら
な
い
。
佐
藤
昌
介
氏
に
よ
る
と
、
宋
学
に
は
次
の
二
つ
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
一
つ
は
、
朱
子
学
が
教
典
の
解
釈
を
通
じ
て
思
想
を
展
開
す
る
と
い
う
、
秦
漢
以
来
の
経
学
の
伝
統
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
で
は
一
切
の
真
理
が
、
究
極
に
お
い
て
教
典
に
根
源
を
も
つ
」
と
い
う
点
、
も
う
一
つ
は
「
朱
子
学
が
理
気
陰
陽
五
行
説
を
も
っ
て
、
自
然
と
人
間
と
を
貫
通
す
る
理
法
と
し
て
い
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
（
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
九
年
五
月
、
十
二
～
三
頁
）
。
志
筑
は
こ
の
宋
学
の
思
想
に
従
っ
て
西
洋
天
文
学
に
対
す
る
東
洋
思
想
の
優
位
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
暦
象
新
書
』
（
中
編
巻
之
上
「
元
気
屈
伸
」
）
に
は
端
的
に
そ
れ
を
示
す
次
の
よ
う
な
文
が
見
え
る
。
宇
宙
の
間
は
一
元
の
気
な
り
。
又
虚
実
の
二
者
な
り
。
是
一
に
し
て
二
な
り
。
二
に
し
て
一
な
り
。
…
一
気
な
る
が
故
に
万
物
一
体
な
り
。
唯
其
然
る
所
以
に
至
て
は
、
我
輩
の
敢
て
議
地動説という言葉 165（16）
す
る
所
に
あ
ら
ず
、
屈
伸
虚
実
の
微
理
を
悟
ん
と
欲
せ
ば
、
易
を
学
ぶ
に
如
く
べ
か
ら
ず
。

し
か
し
、
志
筑
が
「
是
等
の
論
蛮
説
と
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
又
何
も
合
ふ
所
あ
り
」
（
星
学
指
南
評
説
）
、
「
西
人
に
先
達
て
、
地
動
を
説
け
る
も
の
に
似
た
り
」
（
天
体
論
）
と
し
て
引
く
「
宋
の

が
爾
雅
の
疏
」
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
と
は
似
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。『
松
屋
筆
記
』
（
巻
七
十
五
の
五
「
地
動
の
説
」）
が
同
内
容
の
「
漢
土
緯
書
の
説
」
を
集
め
て
い
る
の
で
次
に
掲
げ
る
が
、
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
「
地
有
四遊
」と
い
う
の
は
、
星
座
の
位
置
の
変
化
を
大
地
が
移
動
す
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
地
動
の
説
近
来
西
洋
学
に
起
れ
る
よ
し
『
遠
西
観
象
図
説
』
上
巻
六
丁
左
中
巻
三
丁
右
な
ど
に
い
ひ
た
れ
ど
、
こ
は
は
や
く
漢
土
緯
書
の
説
に
て
、
尚
書
考
霊
曜 マ
マ
古
徴
書
一
の
巻
収
之
に
春
則
星
辰
西
遊
、
夏
則
星
辰
北
遊
、
秋
則
星
辰
東
遊
、
冬
則
星
辰
南
遊
。
地
有
四
遊

、
冬
至
地
上
行
北
而
西
三
万
里
、
夏
至
地
下
行南
而東
亦
三
万
里
、
春
秋
二
分
其
中
矣
。
地
恒
動
不
止。
而
人
不
知。
譬
如
人
在
大
舟
中

、
閉

而
坐
、
舟
行
而
人
不
	覚
也
云
々
。
鄭
注
云
古
徴
書
一
之
巻
所
引
也
、
天
□
行
四
表
之
中

、
冬
南
夏
北
春
西
秋
東
云
々
、
自
冬
至
後
漸
々
而
下
云
々
。
晋
張
華
博
物
志
一
之
巻
四
丁
右
地
の
条
に
考
霊
耀
曰
、
地
有
四
遊

、
冬
至
地
上
北
而
西
三
万
里
、
夏
至
地
下
南
三
万
里
、
春
秋
二
分
其
中
矣
。
地
常
動
不
止。
譬
如
人在
舟行
而
人
不

覚云
々
。
爾
雅
註
疏
本
五
の
巻
釈
天
疏
に
、
鄭
註
考
霊
耀
云
、
地
蓋
厚
三
万
里
、
春
分
之
時
云
々
、
是
地
及
星辰
四遊
之
義
也
。
星
辰
亦
随
地升
降
云
々
な
ど
と
見
え
た
り
。
こ
う
し
た
西
洋
天
文
学
に
対
す
る
不
十
分
な
理
解
に
基
づ
い
た
批
判
は
、
地
球
説
に
対
し
て
も
見
ら
れ
た
。
前
に
引
用
し
た
林
羅
山
の
『
排
耶
蘇
』
に
も
「
物
み
な
上
下
あ
る
の
理
を
知
ら
ず
。
彼
、
地
中
を
以
て
下
と
な
し
、
地
形
を
円 ま
どか
な
り
と
な
す
。
そ
の
惑 ま
どひ
、
あ
に
悲
し
か
ら
ず
や
。
朱
子
の
い
は
ゆ
る
天 て
ん
半 は
ん
地
下
を
繞 め
ぐ
る
。
彼
こ
れ
を
知
ら
ず
」
と
言
い
、
日
月
行
道
の
図
を
見
て
「
一 いち
行 ぎょ
う・
沈 し
ん
括 か
つ
（
と
も
に
中
国
唐
と
北
宋
の
学
者
。
引
用
者
注
）
の
万
分
に
も
及
ば
ず
。
け
だ
し
彼
潜 ひ
そか
に
大
明 み
んに
あ
り
て
渾 こ
ん天 て
んの
遺
則
を
見
て
竊 ひ
そに
こ
れ
を
模
し
倣
ふ
の
み
。
咲 わ
らふ
べ
し
」
と
あ
る
。志
筑
の
思
想
に
直
接
影
響
を
与
え
た
の
は
西
川
如
見
（
慶
安
元
年
1648～
享
保
九
年
1724）
の
考
え
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
著
『
天
文
義
論
』（
正
徳
二
年
1712刊
）
に
言
う
、
天
ト
云
ニ
二
義
ア
リ
。
命
理
ノ
天
ト
形
理
ノ
天
ト
也
。
…
夫
此
両
天
ノ
位
ヲ
論
ズ
ル
時
ハ
命
理
ハ
上
ニ
シ
テ
形
気
ハ
下
ト
ス
。
…
此
二
ツ
ノ
天
ヲ
学
ブ
ハ
同
ク
是
ヲ
天
学
ト
可
言。
（
乾
の
巻
）
天
文
ト
地
理
ト
運
気
ト
三
ノ
者
ハ
不
可
離。
運
気
ト
云
ハ
天
地
ノ
気
ノ
中
間
ニ
運
リ
行
ハ
ル
ゝ
ヲ
云
リ
。
天
文
地
理
ハ
形
体
ニ
シ
テ
、
運
気
ハ
其
ノ
作
用
也
。
都
テ
是
ヲ
学
ヘ
ル
ヲ
天
学
ト
云
フ
。
此
故
ニ
天
文
地
理
ヲ
学
バ
ン
者
ハ
運
気
ヲ
不
識
不
可
也
。
苟
ク
モ
天
文
ノ
体
而 ノ
巳 ミ
ヲ
識
テ
運
気
ノ
用
ヲ
不
識
バ
、
医
ハ
本
草
ニ
明
ニ
シ
テ
治
療
ニ
疎
キ
ガ
如
シ
。
中
華
ノ
運
気
ハ
五
運
六
気
ヲ
立
ツ
。
五
運
ハ
土
金
水
木
火
ノ
五
行
ニ
シ
テ
、
六
気
ハ
寒
暑
燥
湿
風
火
ナ
リ
。
…
（
坤
の
巻
）
ま
た
、
西
川
如
見
の
子
の
正
休
の
『
大
略
天
学
名
目
抄
』
（
享
保
十
五
年
1730
刊
）
に
は
端
的
に
、
夫
レ
天
学
ニ
二
義
ア
リ
。
命
理
ノ
天
学
ト
形
気
ノ
天
学
ト
ナ
リ
。
性
命
五
常
ノ
道
理
ヲ
窮
ル
。
是
レ
命
理
ノ
天
学
也
。
日
月
五
星
ノ
運
行
推
歩
測
量
ヲ
修
ル
。
是
レ
形
気
ノ
天
学
也
。
命
理
ト
形
気
ト
本
二
ツ
ニ
非
ズ
。
（「
天
学
初
学
問
答
」）
と
あ
る
。
こ
の
「
命
理
ノ
天
学
」
と
「
形
気
ノ
天
学
」
は
朱
子
学
の
「
形
而
上
の
道
」
と
「
形
而
下
の
道
」
に
対
応
す
る
が
、
志
筑
の
考
え
方
は
こ
れ
に
近
い
。
す
な
わ
ち
東
洋
自
然
哲
学
は
「
命
理
ノ
天
学
」
で
あ
り
、
西
洋
天
文
学
は
「
形
気
ノ
天
学
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
命
理
ト
形
気
ト
本
二
ツ
ニ
非
ズ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
志
筑
が
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
」
あ
る
い
は
「
太
陽
中
心
説
」
と
い
っ
た
原
書
の
ま
ま
の
名
称
を
用
い
ず
、
「
地
動
の
説
」
と
い
う
名
で
そ
の
説
を
捉
え
た
理
由
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
山
氏
が
言
う
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
は
、
太
陽
が
中
心
か
地
球
が
中
心
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、
地
球
は
動
い
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
西
洋
の
「
形
気
ノ
天
学
」
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
れ
は
相
対
論
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
東
洋
自
然
科
学
と
西
洋
天
然
学
を
両
立
さ
せ
る
。
『
暦
象
新
書
』
上
編
下
巻
の
附
録
「
天
体
論
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。
○
問
曰
く
、
然
ら
ば
西
人
地
動
の
説
は
、
確
論
と
い
ふ
べ
し
や
、
古
人
天
動
の
説
は
、
非
な
り
と
い
ふ
べ
し
や
。
曰
く
、
然
ら
ず
。
夫
れ
天
は
形
体
の
限
な
し
。
一
物
北
よ
り
南
に
行
て
、
一
尺
を
移
す
こ
と
あ
り
と
も
、
天
は
是
が
為
に
一
尺
を
増
さ
ず
、
南
に
減
ぜ
ず
。
さ
れ
ば
動
も
猶
静
の
如
し
。
然
れ
ば
一
物
東
行
す
る
を
以
て
、
外
物
皆
是
が
為
に
西
行
す
と
言
ん
も
可
な
り
。
譬
へ
ば
太
白
右
に
進
み
、
歳
星
左
に
退
く
を
見
て
、
衆
星
と
歳
星
と
太
白
の
為
に
左
行
し
、
衆
星
と
太
白
と
歳
星
の
為
に
右
行
す
と
言
ん
も
、
亦
皆
可
な
り
。
今
我
と
天
地
日
月
五
星
と
共
に
、
其
行
を
同
く
し
て
、
常
に
疾
行
す
る
こ
と
あ
ら
ん
も
知
り
難
し
。
抑
又
地
球
実
に
不
動
に
し
て
、
天
上
元
来
彼
等
の
変
動
あ
ら
ん
も
亦
知
る
べ
か
ら
ず
。
…
さ
れ
ば
動
は
動
静
の
間
に
生
ず
る
も
の
な
り
。
是
を
地
に
あ
り
と
言
ん
も
可
な
り
、
天
に
あ
り
と
言
ん
も
可
な
り
。
天
動
の
説
何
ぞ
非
と
す
べ
き
。
○
問
曰
、
然
ら
ば
則
地
動
天
動
、
孰
を
か
非
と
せ
ん
。
曰
く
、
古
人
曰
く
、
地
在
天
中
、
大
気
挙
之
と
い
へ
り
。
五
星
地
球
の
如
き
は
、
天
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る
の
者
な
り
。
皆
是
と
い
ふ
べ
し
。
天
に
在
る
も
の
は
動
を
常
と
し
、
地
に
在
る
も
の
は
靜
を
常
と
す
。
太
陽
の
廻
転
し
、
五
星
地
球
の
運
行
せ
ん
も
、
亦
皆
天
上
の
動
に
て
こ
そ
あ
れ
。
山
嶽
丘
陵
互
に
移
ら
ま
し
か
ば
、
実
に
地
の
動
と
も
言
て
ま
し
。
然
れ
ど
も
地
球
動
静
の
こ
と
は
、
一
概
に
し
て
言
ふ
こ
と
能
わ
ず
。
…
か
の
是
と
非
と
可
と
不
可
と
、
得
て
定
ら
ざ
る
が
如
し
と
い
へ
ど
も
、
又
時
々
一
定
の
是
あ
り
。
一
定
の
可
あ
り
て
違
ふ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
…
我
は
地
球
を
以
て
不
動
な
り
と
す
れ
ど
も
、
他
星
よ
り
視
ば
動
物
な
ら
ん
。
古
人
況
是
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
而
も
地
を
以
て
靜
体
と
す
る
も
の
は
、
亦
命
あ
れ
ば
な
り
。
是
思
慮
弁
論
の
及
ば
ざ
る
所
の
道
理
あ
る
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
、
我
儕
の
得
て
知
る
所
に
あ
ら
じ
、
さ
れ
ば
地
は
処
り
、
天
は
運
る
と
い
は
ん
こ
そ
、
天
下
に
通
じ
て
正
平
の
論
な
る
べ
け
れ
。
但
西
人
地
動
の
説
、
固
よ
り
其
理
な
き
に
も
非
ず
。
如
何
と
な
ら
ば
、
太
陽
に
時
中
し
て
論
ぜ
ば
、
地
球
動
か
ず
に
て
あ
ら
ん
や
。
且
其
説
奇
怪
な
る
に
似
た
れ
ど
も
、
是
に
よ
り
て
愈
か
の
上
天
の
妙
用
、
神
変
不
測
無
窮
な
る
こ
と
を
、
尊
信
す
る
に
足
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
地
球
の
全
体
不
動
な
り
と
の
み
は
言
べ
か
ら
ず
。
古
時
は
観
天文
察
地理
とい
へ
り
、
天
の
象
は
動
き
、
地
の
象
は
靜
な
り
。
今
天
体
を
論
ず
る
も
の
は
、
天
に
於
て
も
理
を
察
す
。
地
動
く
と
い
へ
る
は
察
理
の
言
な
り
。
是
を
以
て
同
か
ら
ず
。
宜
く
察
知
す
べ
き
所
な
り
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
○
問
曰
く
、
地
動
の
説
、
陰
陽
の
理
に
於
て
相
悖
る
こ
と
な
か
ら
ん
や
。
曰
く
、
立
天之
道
曰陰
与
陽
、
立
地之
道
曰剛
与
柔
と
い
へ
り
。
…
是
等
の
言
に
て
観
れ
ば
、
天
質
の
陰
物
た
る
こ
と
明
白
な
る
も
の
を
や
。
且
つ
天
は
円
に
動
、
地
は
方
に
静
と
い
へ
る
は
、
其
の
形
に
あ
り
や
其
徳
に
あ
り
や
。
若
し
其
形
を
い
へ
る
な
ら
ば
、
後
人
所
謂
地
如
弾丸
は、
是
れ
古
に
悖
る
の
言
た
ら
ん
。
若
し
其
徳
の
み
を
い
へ
る
な
ら
ば
、
地
形
の
移
り
動
く
と
言
ん
も
、
亦
何
の
妨
か
あ
ら
ん
。
何
を
以
て
か
特
り
如
弾
丸
の
説
を
以
て
、
移
動
の
説
を
捨
る
こ
と
を
得
ん
。
さ
ら
に
中
編
下
巻
末
に
は
「
子
が
言
上
編
に
在
て
は
必
し
も
地
動
と
云
は
ず
、
是
編
に
至
て
は
西
説
に
和
し
了
る
が
如
な
る
は
如
何
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
是
の
書
は
形
体
を
論
ず
、
形
体
を
以
て
言
へ
ば
、
地
は
円
に
し
て
動
な
り
、
道
徳
を
以
て
言
へ
ば
、
地
は
方
に
し
て
静
な
り
」
と
答
え
て
い
る
。
志
筑
は
終
に
東
洋
思
想
か
ら
決
別
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
５
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
に
対
す
る
反
応
本
木
の
著
述
は
官
府
に
収
め
ら
れ
て
出
版
も
さ
れ
ず
、
一
部
の
人
々
に
写
本
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
志
筑
の
『
暦
象
新
書
』
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
こ
の
地
動
説
は
民
間
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地
動
説
に
対
す
る
儒
学
者
た
ち
の
反
発
は
既
に
見
た
が
、
仏
教
徒
た
ち
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
持
つ
宇
宙
観
は
、
須
弥
山
を
中
央
と
し
て
周
囲
に
七
金
山
、
八
海
を
有
し
、
一
切
の
生
類
は
こ
れ
に
よ
っ
て
棲
息
し
、
日
月
諸
天
も
こ
れ
に
よ
っ
て
回
転
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
宇
宙
観
を
破
ら
れ
る
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
た
彼
ら
た
ち
の
反
発
に
は
激
し
い
も
の
が
あ
る
。
釈
円
通
の
梵
暦
運
動
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
釈
円
通
に
と
っ
て
西
洋
天
文
学
は
「
偏
に
臆
度
を
縦
に
し
常
理
を
顛
倒
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
聖
説
の
天
地
を
顕
揚
し
て
諸
の
邪
説
を
破
し
以
て
正
法
を
護
ら
ん
」
と
い
う
目
的
な
ど
で
『
仏
国
暦
象
編
』
（
文
化
八
年
刊
1811
）
な
ど
を
著
し
た
が
、
そ
の
論
は
独
善
的
で
あ
り
、
今
日
の
目
か
ら
見
れ
ば
幼
稚
な
議
論
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
傾
向
は
仏
教
徒
に
共
通
に
見
ら
れ
、
例
え
ば
地
球
説
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
佐
田
介
石
の
『
鎚
地
球
略
説
』（
文
久
二
年
1862刊
）
の
「
引
」（
原
漢
文
）
に
、
天
地
創
造
の
時
よ
り
上
を
天
と
し
下
を
地
と
し
て
、
尊
卑
分
定
す
。
易
に
云
は
ず
や
、
天
尊
地
卑
乾
坤
定
た
り
、
と
。
近
年
洋
外
の
説
世
に
伝
行
し
、
恠
奇
た
る
の
尤
も
甚
し
き
は
、
倒 さ
か
し
まに
日
月
を
掛
け
、
倒
に
人
足
を
歩
し
め
、
月
を
塊
と
為
し
、
塊
を
星
と
為
す
。
即
ち
是
れ
、
沓
を
以
て
冠
と
為
す
の
謂
な
ら
ず
や
。
儻 も
し
人
を
し
て
之
れ
を
信
ぜ
し
め
ば
、
遂
に
仲
尼
凡
と
為
り
盗
跖
聖
と
為
る
に
至
ら
む
。
而
し
て
世
人
覚
ら
ず
し
て
憑
信
す
。
誠
に
慨
嘆
す
べ
き
の
至
り
な
り
。
と
あ
り
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
花
谷
安
慧
『
天
文
三
字
経
』
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
こ
の
書
は
官
許
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西
洋
ノ。
天
文
者
。
大
地
ハ円 マ
ル
ク。
類
ス
毬橙
ニ

。
昼
夜
転
ジ
テ。
無
ク
静時

。
八
方
天
ニ。
無
シ
上下

。
人
ハ倒
立
。
或
ハ横
坐
。
誠
ニ異
説
。
奇
怪
談
。〈
是
手
毬
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
。
大
地
ノ
周
囲
メ
グ
リガ
。
ミ
ナ
世
界
ユ
ヘ
。
毬
ノ
下
ノ
国
ニ
ア
ル
者
ハ
。
倒 サカ
シマ
ニ
立
テ
リ
。
又
毬
ノ
横
ノ
国
々
ニ
ア
ル
者
ハ
横
向
キ
ニ
坐
シ
テ
ア
レ
ド
モ
。
何
レ
モ
大
地
ノ
吸
引
力
デ
。
仆 タ
ウレ
モ
セ
ズ
。
離
レ
モ
セ
ズ
。
チ
ヤ
ウ
ド
金 コ
ン平 ペ
イ糖 ト
ウヤ
。
栗 ク
リノ
苞 イ
針 ガ
ノ
如
ク
。
四
方
八
方
ニ
。
首
ヲ
向
ケ
テ
。
人
ガ
立
テ
居
ル
ト
云
コ
ト
ナ
リ
。
実
ニ
奇 メ
ヅ怪 ラ
シキ
説
デ
。
尋
常
ノ
道 ミ
チ理 ス
ジニ
契
合
カ
ナ
ヒガ
タ
キ
談 ハ
ナシ
ナ
リ
。〉
こ
れ
に
対
し
て
国
学
者
た
ち
の
反
応
は
鷹
揚
で
あ
っ
た
。
服
部
中
庸
（
1765
－
1824）
の
「
三
大
考
」
は
そ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
。
そ
の
著
に
言
う
「
遙
な
る
西
国
の
説
に
、
此
大
地
も
、
恒
に
旋 め
転 ぐ
る
と
云
説
も
あ
り
と
か
や
。
す
べ
て
西
国
は
、
さ
る
た
ぐ
ひ
の
測
度
、
い
と
精
密
け
れ
ば
、
さ
る
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
。
さ
て
た
と
ひ
大
地
を
め
ぐ
る
物
と
し
て
も
、
古
の
伝
へ
の
旨
に
合
ざ
る
こ
と
も
な
く
、
己
が
此
考
に
も
、
い
さ
さ
か
も
妨
は
な
き
な
り
」
と
。
こ
こ
に
言
う
「
古
の
伝
へ
」
と
は
記
紀
の
創
成
神
話
に
他
な
ら
な
い
。
「
三
大
考
」
は
本
居
宣
長
（
1730
－
1801
）
の
『
古
事
記
伝
』
を
参
考
に
、
天 あ
め
・
地 つ
ち
・
泉 よ
み
か
ら
な
る
宇
宙
の
成
立
を
「
日
と
地
と
月
と
の
三
つ
、
初
に
は
一
つ
に
て
、
分
ち
な
く
混
れ
て
、
彼
浮
脂
の
如
く
な
り
し
物
こ
れ
也
。
其
中
に
清
明
か
な
地動説という言葉 163（18）
る
物
分
れ
て
、
葦
芽
の
萌
出
る
如
く
、
上
方
に
騰
の
去
て
天
と
な
れ
る
、
是
即
日
也
。
又
重
濁
れ
る
物
は
、
分
れ
て
下
方
へ
垂
降
り
去
て
、
泉
と
な
れ
る
、
是
即
月
な
り
。
か
く
て
其
中
間
に
の
こ
り
留
ま
れ
る
物
、
是
大
地
な
り
」
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
宣
長
は
こ
の
「
三
大
考
」
を
『
古
事
記
伝
』
巻
十
七
の
附
巻
に
収
め
、
平
田
篤
胤
（
1776
－
1843）
の
『
霊 た
ま能 の
真 み
柱 はし
ら』
も
補
訂
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
篤
胤
は
本
木
の
『
天
地
二
球
用
法
記
』
や
、
後
に
取
り
上
げ
る
吉 よ
し
雄 お
南 な
ん
皐 こ
う
（
1787
－
1843
）
の
『
遠
西
観
象
図
説
』
（
文
政
六
年
1823
刊
）
か
ら
西
洋
天
文
学
の
知
識
を
得
、
そ
れ
を
も
利
用
し
て
自
説
の
補
強
を
図
っ
て
い
る
。
民
間
学
者
と
も
い
う
べ
き
司
馬
江
漢
（
1747
－
1815）
や
山
片
蟠
桃
（
1748
－
1821）
な
ど
合
理
的
な
思
考
を
持
っ
た
者
は
「
実
地
ヲ
踏
ザ
レ
ハ
、
図
セ
ズ
云
ハ
ズ
」
と
い
う
原
則
を
持
つ
西
洋
の
学
問
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
仏
儒
思
想
に
囚
わ
れ
た
考
え
方
や
国
学
の
考
え
方
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
蟠
桃
の
『
夢
ノ
代
』
（
1803
－
1820
）
に
見
え
る
イ
ン
ド
・
中
国
の
宇
宙
観
や
国
学
者
た
ち
の
宇
宙
観
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
前
説
（
梵
・
漢
・
和
の
諸
説
）
ノ
如
キ
ハ
小
児
ノ
戯
ニ
モ
及
バ
ザ
ル
ナ
リ
、
西
洋
人
ニ
見
セ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
腹
ヲ
カ
ヽ
ヘ
テ
笑
フ
ベ
シ
。
…
必
ズ
シ
モ
西
洋
ノ
術
疑
フ
事
ナ
カ
レ
。
ア
ツ
ク
信
ジ
テ
従
フ
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
梵
・
漢
・
我
邦
ノ
愚
術
ヲ
出
シ
、
総 ス
ブル
ニ
西
洋
地
動
ノ
術
ヲ
示
シ
テ
コ
レ
ヲ
証
シ
、
愚
蒙
ノ
人
ヲ
サ
ト
ス
ノ
ミ
。
（
二
十
五
節
）
珍
説
（
「
三
大
考
」
を
言
う
）
古
今
ニ
類
ナ
シ
。
其
知
及
ベ
シ
。
其
愚
及
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
（
二
十
三
節
）
古
書
ヲ
注
解
セ
ン
ト
ス
レ
バ
、
〔
コ
レ
ハ
〕
古
ヘ
天
学
ヒ
ラ
ケ
ザ
ル
前
ノ
論
ナ
リ
ト
云
テ
ス
ム
ベ
シ
。
強
テ
ソ
ノ
語
ヲ
実
ニ
セ
ン
ト
ス
レ
バ
、
サ
マ
ザ
マ
ノ
遁
辞
・
偽
説
ヲ
ナ
サ
ゞ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
コ
レ
時
ヲ
シ
ラ
ザ
ル
人
ナ
リ
。
ナ
ン
ゾ
カ
ヽ
ル
浅
ハ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
テ
、
其
不
智
ヲ
世
ニ
售 ウ
ラン
ヤ
。
古
書
ノ
解
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
、
亦
ヨ
リ
ド
コ
ロ
モ
ア
ル
ベ
シ
。
シ
カ
ル
ニ
三
代
考
ノ
ゴ
ト
ク
、
今
更
ニ
コ
レ
ヲ
造
リ
出
ス
コ
ト
ヲ
ヤ
。
ア
ヽ
カ
ナ
シ
ム
ベ
シ
。
其
見
識
ノ
鄙
劣
、
愚
ナ
リ
ト
云
ベ
シ
。
（
二
十
五
節
）
天
文
学
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
彼
ら
た
ち
の
反
応
に
は
、
広
瀬
秀
雄
「
洋
学
と
し
て
の
天
文
学
」
（
思
想
大
系
65『
洋
学
（
下
）
』
解
説
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
思
想
的
な
も
の
を
重
視
す
る
立
場
を
と
り
、
天
文
学
の
体
系
と
か
、
宇
宙
観
と
か
い
う
よ
う
な
天
文
学
概
論
方
面
を
開
拓
す
る
。
…
目
新
し
く
そ
し
て
理
解
し
易
い
地
動
説
や
、
そ
の
理
解
の
も
と
に
な
る
運
動
の
相
対
性
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
中
心
に
な
る
」
と
い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
特
に
山
片
蟠
桃
が
『
夢
ノ
代
』
に
お
い
て
、
無
数
の
恒
星
は
太
陽
で
あ
り
、
宇
宙
に
は
無
数
の
太
陽
系
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
大
宇
宙
論
を
展
開
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
蟠
桃
の
天
文
学
の
知
識
も
ま
た
専
ら
志
筑
（
中
野
忠
雄
）
の
『
暦
象
新
書
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
夢
ノ
代
』「
天
文
」
篇
の
二
十
八
節
か
ら
三
十
一
節
は
、
ほ
ぼ
『
暦
象
新
書
』
の
「
天
体
論
」
の
引
用
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
二
十
九
節
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
中
野
忠
雄
曰
【
暦
象
新
書
】
、
（
中
略
）
。
吾
初
メ
テ
コ
ノ
書
ヲ
見
ル
。
ソ
ノ
外
数
条
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
煩
雑
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
ヤ
ミ
ヌ
。
唯
コ
ノ
地
動
ノ
コ
ト
、
我
ノ
居
ル
処
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
贔
屓
ノ
心
ヲ
以
テ
コ
ノ
地
ガ
動
キ
タ
ラ
バ
、
家
室
モ
ク
ヅ
レ
、
棚
ノ
上
ニ
ア
ル
モ
ノ
堕
ツ
ベ
シ
ト
思
ヘ
ド
モ
、
ス
デ
ニ
八
曜
ノ
内
、
日
ヲ
大
ト
シ
、
木
星
ヲ
次
ト
シ
、
土
星
・
火
星
・
地
・
金
星
・
月
・
水
星
ト
ダ
ン
ダ
ン
ニ
小
ナ
ル
コ
ト
ハ
シ
ル
ベ
シ
。
シ
カ
レ
バ
地
ヨ
リ
大
キ
ナ
ル
太
陽
・
木
・
土
・
火
ノ
四
曜
ノ
動
ク
コ
ト
ハ
ア
ヤ
シ
マ
ズ
シ
テ
、
コ
ノ
四
大
曜
ヨ
リ
小
ナ
ル
地
球
ノ
動
ク
ヲ
ア
ヤ
シ
ム
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
心
ゾ
ヤ
。
我
ノ
饑
渇
ヲ
苦
シ
ミ
テ
、
人
ノ
饑
渇
ヲ
ア
ヤ
シ
ム
ガ
ゴ
ト
シ
。
コ
ノ
心
ヲ
以
テ
七
曜
ヲ
恕
ス
ル
ト
キ
ハ
、
地
動
ノ
コ
ト
モ
亦
ア
ヤ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
６
吉 よ
し雄 お
南 な
ん皐 こ
うの
『
遠
西
観
象
図
説
』
「
地
動
説
」
の
継
承
さ
て
、
志
筑
忠
雄
か
ら
始
ま
る
「
地
動
説
」
と
い
う
語
は
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
た
か
を
追
っ
て
み
た
い
。
本
木
良
永
の
訳
書
に
よ
っ
て
地
動
説
を
知
っ
た
司
馬
江
漢
は
「
地
転
の
説
」
を
用
い
て
お
り
（
『
刻 コ
ッ
白 ペ
爾 ル
天
文
図
解
』
『
独
笑
妄
言
』
『
春
波
楼
筆
記
』
『
無
言
道
人
筆
記
』
『
訓
蒙
画
解
集
』
『
吉
野
紀
行
』『
天
地
理
譚
』
に
見
え
る
）、「
地
動
説
」
は
『
和
蘭
通
舶
』（
文
化
二
年
1805）
に
一
例
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
以
上
『
司
馬
江
漢
全
集
』
八
坂
書
房
に
よ
る
）。「
地
転
の
説
」
と
い
う
言
い
方
は
司
馬
の
西
洋
天
文
学
説
の
積
極
的
な
啓
蒙
活
動
の
影
響
に
よ
っ
て
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、
片
山
松
齋
の
『
北
窓
雑
話
』（
文
政
九
年
序
）
に
「
此
書
（
引
用
者
注
『刻
白
爾
天
文
図
解
』
の
こ
と
）
海
内
に
流
布
せ
し
よ
り
、
我
国
の
人
粗
地
転
の
新
説
を
知
れ
り
」
（
巻
一
「
西
洋
天
象
惑
耳
驚
心
」
）
と
あ
り
、
鶴
峯
戊
申
（
1788
－
1859
）
も
『
天
の
御
は
し
ら
』
（
文
政
四
年
1821
刊
）
で
は
単
に
「
西
洋
天
体
の
新
説
」
と
あ
る
が
、
後
に
書
か
れ
た
『
地
転
新
図
』
（
文
政
十
年
1827）
で
は
「
地
転
」
を
用
い
て
い
る
。
志
筑
忠
雄
の
『
暦
象
新
書
』
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
山
片
蟠
桃
の
『
夢
ノ
代
』
で
は
専
ら
「
地
動
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
、
志
筑
の
言
い
方
そ
の
ま
ま
に
「
地
動
の
説
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
「
凡
例
」
に
一
例
見
え
る
だ
け
で
あ
り
、
本
文
で
は
専
ら
「
地
動
の
儀
」（
地
動
の
説
の
意
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
吉 よ
し雄 お
南 な
ん皐 こ
う（
常
三
、
1787
－
1843）
の
『
遠
西
観
象
図
説
』
（
文
政
六
年
1823
刊
）
に
は
上
巻
「
題
言
」
に
一
例
「
地
動
〈
セ
カ
イ
ガ
マ
ハ
ル
〉
ノ
説
」
と
あ
る
が
、
本
文
で
は
専
ら
次
の
よ
う
に
「
地
動
説
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
言
い
方
の
直
接
の
源
は
吉
雄
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
厄
エ
日 ジ
ツ
多 ト
国
ニ
一
奇
論
ヲ
唱
ル
者
ア
リ
。
「
太
陽
ハ
天
ノ
中
央
ニ
静
居
シ
、
地
球
ハ
五
星
ト
共
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ニ
是
ヲ
旋
回
ス
」
ト
云
フ
。
是
、
実
ニ
天
象
ノ
真
理
ニ
適 カ
ナヒ
、
星
学
家
ノ
枢
要
ヲ
得
ル
者
ニ
シ
テ
、
所
謂
地
動
説
ノ
濫
觴
〈
メハ
ジ〉
也
〈
地
動
説
ト
ハ
、
西
洋
今
時
行
ル
所
ノ
天
学
ニ
シ
テ
…
〉
。
（
中
巻
「
理
学
発
端
」）
『
遠
西
観
象
図
説
』
は
、
そ
の
「
題
言
」
に
よ
る
と
、
南
皐
が
家
塾
で
講
じ
た
天
文
学
の
講
義
を
草
野
養
準
が
筆
記
し
た
も
の
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
マ
ル
チ
ン
と
マ
ル
チ
ネ
ッ
ト
の
著
書
を
中
心
に
何
種
類
か
の
和
蘭
語
の
自
然
科
学
書
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
に
は
『
暦
象
新
書
』
か
ら
の
引
用
や
「
柳
圃
先
生
」
（
志
筑
良
雄
）
の
名
が
見
え
、
志
筑
と
そ
の
著
『
暦
象
新
書
』
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
南
皐
は
門
人
達
に
天
文
学
を
教
え
る
時
の
テ
キ
ス
ト
に
『
暦
象
新
書
』
を
専
ら
用
い
て
い
た
こ
と
は
、
門
人
の
一
人
の
野
村
立
栄
の
随
筆
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
『
医
学
・
洋
学
・
本
草
学
の
研
究
吉
川
芳
秋
著
作
集
』
一
九
九
三
年
十
月
、
八
坂
書
房
刊
）。
と
こ
ろ
で
、
先
に
地
動
説
に
対
す
る
当
時
の
反
応
を
一
通
り
概
観
し
た
が
、
こ
の
『
遠
西
観
象
図
説
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
南
皐
自
身
の
手
に
な
る
「
地
動
或
問
の
引
」
に
よ
っ
て
も
、
当
時
の
地
動
説
に
対
す
る
厳
し
い
思
想
的
環
境
が
窺
え
る
（
原
漢
文
）。
こ
の
書
や
、
ほ
ぼ
地
動
の
大
凡
を
挙
ぐ
れ
ど
も
、
い
ま
だ
然
る
所
以
の
理
を
尽
さ
ず
、
た
だ
以
て
理
学
の
階
梯
、
動
論
の
基
原
と
な
す
べ
き
な
り
。
方
今
渾
天
（
天
は
球
形
で
あ
る
と
す
る
説
。
こ
こ
で
は
天
動
説
の
意
。
引
用
者
注
）
を
以
て
確
説
と
な
す
の
時
に
、
遽 に
わ
かに
動
静
顛
倒
の
説
を
出
さ
ば
、
乃
ち
眩
惑
せ
ざ
る
も
の
鮮 すく
なし
。
…
こ
の
書
一
た
び
世
に
出
づ
れ
ば
、
ま
た
二
氏
（
地
動
説
に
反
対
し
て
天
動
説
を
唱
え
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
黄
道
周
を
指
す
。
引
用
者
注
）
の
徒
の
蜂
起
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
つ
ま
り
当
時
に
お
い
て
も
世
の
中
は
未
だ
「
渾
天
を
以
て
確
説
と
な
す
」
情
況
で
あ
り
、
南
皐
は
こ
の
書
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
事
態
を
予
想
し
て
、
敢
え
て
旧
著
「
地
動
或
問
」
を
付
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
「
或
問
」
が
あ
る
。
便
宜
上
「
問
Ａ
」
な
ど
と
す
る
。
問
Ａ
地
動
ヲ
以
テ
是
ト
ス
ル
時
ハ
、
古
来
地
不
動
ヲ
説
ク
モ
ノ
ハ
非
カ
。
問
Ｂ
支
那
ト
西
洋
ト
究
理
ノ
法
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
何
ヲ
是
ト
ス
ベ
キ
ヤ
。
問
Ｃ
易
ニ
、
乾
ヲ
天
ト
シ
坤
ヲ
地
ト
シ
、
乾
ヲ
陽
ト
シ
動
ト
シ
、
坤
ヲ
陰
ト
シ
静
ト
ス
ル
者
ハ
、
西
洋
ノ
地
動
ト
相
戻
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
問
Ｄ
地
動
ノ
説
聖
経
ニ
戻
ル
コ
ト
ナ
ク
バ
、
支
那
ノ
人
既
ニ
西
洋
ノ
推
測
ヲ
信
ジ
、
反
テ
地
動
ヲ
喜
バ
ザ
ル
ハ
何
ノ
故
ゾ
ヤ
。
南
皐
は
問
Ｂ
に
対
し
、「
柳
圃
先
生
ハ
…
暦
象
新
書
ヲ
著
ス
ニ
及
ビ
テ
『
易
ヲ
学
ブ
ニ
非
ズ
バ
、
造
化
ノ
妙
ヲ
究
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ
』
ト
云
ヘ
リ
。
豈
浅
学
ノ
徒
軽
ク
之
ヲ
臧
否
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
」
と
師
の
奉
じ
た
宋
学
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
問
Ｃ
に
対
し
て
「
易
ハ
卜
筮
ノ
為
ニ
設
ル
所
ニ
シ
テ
、
吉
凶
・
悔
吝
ノ
情
ヲ
尽
シ
、
視
動
ヲ
主
ト
シ
テ
之
ヲ
設
ケ
リ
。
…
凡
ソ
吉
凶
・
悔
吝
ハ
、
人
間
彼
我
ノ
間
、
事
ニ
触
レ
物
ニ
応
ジ
テ
起
ル
所
ノ
視
動
ニ
シ
テ
、
鬼
神
ニ
拠
リ
テ
之
ヲ
見
レ
バ
、
吉
凶
ノ
分
ナ
カ
ル
ベ
シ
。
学
者
視
・
実
両
動
ヲ
得
ル
時
ハ
、
自
ラ
其
別
ヲ
知
ル
ニ
至
ラ
ン
」
と
、
自
然
と
人
間
と
を
貫
通
す
る
理
法
を
主
張
す
る
宋
学
と
西
洋
天
文
学
の
違
い
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
問
Ｄ
に
対
し
て
、
其
学
已
ニ
支
那
ニ
入
ル
ト
雖
ド
モ
、
其
俗
古
伝
ヲ
改
ム
ル
コ
ト
ヲ
厭
フ
ノ
風
ア
リ
テ
、
仮
令
ヒ
二
、
三
ノ
学
者
其
理
ニ
達
シ
タ
リ
ト
モ
、
遽 に
わ
かニ
通
国
ノ
旧
習
ヲ
一
掃
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
且
、
暦
ヲ
作
リ
民
時
ヲ
授
ル
ニ
於
テ
ハ
、
皆
ナ
視
動
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
、
実
動
ノ
論
ニ
至
リ
テ
ハ
初
学
ノ
急
ニ
非
ル
ガ
故
ニ
、
強 し
いテ
コ
レ
ニ
及
バ
ズ
ト
見
エ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
後
世
ニ
至
リ
実
動
ヲ
説
ク
コ
ト
ア
ラ
バ
、
支
那
ト
雖
ド
モ
地
動
ヲ
外
ニ
シ
テ
何
ヲ
カ
云
フ
コ
ト
ノ
ア
ラ
ン
。
と
答
え
て
い
る
。
即
ち
暦
の
作
成
に
お
い
て
は
視
動
（
見
か
け
の
動
き
）
の
観
察
で
も
用
を
足
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
宇
宙
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
地
動
説
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
宋
学
と
の
決
別
は
『
解
体
新
書
』
（
安
永
三
年
1774
刊
）
の
訳
業
を
成
し
遂
げ
、
西
洋
の
近
代
的
科
学
精
神
に
目
ざ
め
た
者
た
ち
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。
前
野
良
沢
の
『
管
蠡
秘
言
』
（
安
永
六
年
1777）
に
言
う
。
地
球
球
ハ
美
玉
ヲ
云
フ
。
然
シ
テ
支
那
、
古
ヘ
ハ
地
ノ
本
形
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
地
ハ
方
ニ
シ
テ
棊
局
ノ
如
シ
ト
云
ヒ
、
或
ハ
地
ノ
下
ニ
四
ツ
ノ
柱
ア
リ
ト
云
等
ノ
虚
説
ヲ
ナ
セ
リ
。
後
世
ニ
至
テ
欧
羅
巴
ノ
天
地
学
ヲ
伝
フ
ル
ニ
因
テ
、
始
テ
地
球
ト
称
ス
。
か
か
る
認
識
は
時
代
を
先
取
り
し
て
い
た
蘭
学
者
た
ち
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
『
厚
生
新
編
』
巻
七
の
「
ア
ヽ
ル
デ
即
土
又
地
」
の
項
に
言
う
（
傍
線
引
用
者
）、
…
天
文
家
の
説
は
地
球
は
七
曜 よ
う
七
惑
星
の
一
に
し
て
他
の
惑 わ
く
星 せ
い
の
ご
と
く
其
周
囲
め
ぐ
り
に
濛 ま
う
気 き
輪
を
帯 お
び
て
精 せ
い
微 び
な
る
大
気
中
に
浮
漾
す
と
い
へ
り
。
又
近
世
可 コ
ー
白 ペ
爾 ル
人名
流
の
説
に
は
地
球
は
一
年
に
太
陽
の
周
囲
を
一
周
し
太
陽
を
以
て
大
世
界
の
中
心
と
す
。
故
に
春
夏
秋
冬
四
時
の
気
候
行
は
る
。
又
二
十
四
時
の
中
に
其
軸
一
周
転
す
。
故
に
昼
夜
を
生
ず
と
い
へ
り
。
是
地
球
の
運
転
す
と
い
ふ
新
説
に
し
て
、
近
世
諸
名
家
の
信
用
す
る
所
な
り
。
○
但
し
往
古
の
暦
家
の
説
は
地
球
は
永
世
不
動
に
し
て
大
世
界
の
中
心
に
静
定
し
、
日
月
諸
恒
星
と
も
に
地
球
の
周
囲
を
環
廻
し
て
毎
年
一
周
す
と
い
へ
り
。
此
説
今
時
も
尚
信
用
す
る
も
の
あ
り
。
殊
に
凡
庸
の
愚
民
に
至
り
て
は
こ
れ
に
服
す
る
も
の
多
し
。
其
故
は
日
輪
毎
日
東
方
よ
り
出
て
西
に
向
ふ
て
運
行
す
る
ご
と
く
見
ゆ
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
は
地
球
其
地
軸
に
依
て
毎
日
右
旋
を
な
す
な
り
。
こ
の
故
に
斯
く
顕
れ
た
る
も
の
な
り
。
地動説という言葉 161（20）
右
の
文
章
は
馬
場
貞
由
（
佐
十
郎
）
に
よ
る
訳
述
で
あ
る
が
、
「
戌
九
月
廿
七
日
摂
津
守
殿
江
上
」
と
添
え
書
き
さ
れ
て
お
り
、
文
化
十
一
年
（
1814
）
に
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
『
解
体
新
書
』
刊
行
か
ら
四
十
年
後
、『
遠
西
観
象
図
説
』
刊
行
の
九
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
雄
南
皐
の
考
え
方
は
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
著
は
「
運
気
論
は
も
ち
ろ
ん
、
気
象
と
も
決
別
し
、
完
全
に
近
代
的
な
洋
学
天
文
書
と
な
っ
て
」
（
広
瀬
秀
雄
「
吉
雄
南
皐
と
『
遠
西
観
象
図
説
』」
日
本
思
想
大
系
65『
洋
学
（
下
）』
解
説
）
お
り
、
思
想
と
科
学
と
を
明
確
に
区
別
し
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
の
正
し
さ
を
確
信
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
者
に
と
っ
て
「
地
動
説
」
と
い
う
語
よ
り
、
事
実
を
客
観
的
に
述
べ
る
「
太
陽
中
心
説
」
を
用
い
る
方
が
適
切
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
師
に
対
す
る
思
い
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
東
洋
自
然
哲
学
に
対
す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
抵
抗
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
易
ニ
、
乾
ヲ
天
ト
シ
坤
ヲ
地
ト
シ
、
乾
ヲ
陽
ト
シ
動
ト
シ
、
坤
ヲ
陰
ト
シ
静
ト
ス
ル
」
と
い
う
が
、
「
地 せ
か
い」
は
確
実
に
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
。
梵
・
漢
・
和
の
諸
説
に
つ
い
て
「
小
児
ノ
戯
ニ
モ
及
バ
ザ
ル
ナ
リ
、
西
洋
人
ニ
見
セ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
腹
ヲ
カ
ヽ
ヘ
テ
笑
フ
ベ
シ
」
と
言
っ
た
山
片
蟠
桃
が
「
地
動
の
説
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
明
確
に
こ
の
意
図
を
含
ま
せ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
も
あ
れ
、
明
治
以
降
に
な
る
と
吉
雄
南
皐
に
直
接
源
を
発
す
る
「
地
動
説
」
の
語
が
専
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
西
周
の
『
百
学
連
環
』
（
明
治
三
－
四
年
1870
－
71
）
第
二
扁
上
に
「
本
居
氏
の
説
（
古
事
記
伝
）
出
で
て
服
部
中
庸
の
記
録
せ
し
三
大
考
と
称
す
る
書
あ
り
。
其
説
に
天
地
日
月
の
運
転
等
の
論
あ
り
。
蓋
し
西
洋
の
地
動
説
よ
り
採
り
来
り
て
付
会
せ
し
も
の
な
り
」
ま
た
「
其
頃
意
多
里
の
窮
理
家
に
G
a
lileo
な
る
人
あ
り
て
、
地
動
説
を
以
て
創
め
て
論
せ
し
か
ば
、
即
ち
査
庭
に
於
て
糾
問
せ
ら
れ
け
る
が
、
漸
く
に
し
て
免
る
る
こ
と
を
得
た
り
」
と
あ
り
、
『
百
学
連
環
覚
書
』（
自
筆
ノ
ー
ト
、
明
治
三
年
1870頃
）
第
二
冊
に
も
「
C
o
p
ern
ica
n
sy
stem
」
「
地
動
説
」
の
語
が
見
え
る
。
以
降
、
花
谷
安
慧
の
『
天
文
三
字
経
』
（
明
治
七
年
刊
）
に
「
先
ツ
天
文
ニ。
有
三
品

。
一
ニ
天
竺
。
経
論
説
。
二
ニ
ハ
支
那
ハ。
周
髀
説
。
三
ニ
西
洋
。
地
動
ノ
説
。
」
、
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
（
明
治
八
年
刊
）
に
「
ガ
リ
レ
ヲ
が
地
ち
動 ど
う
の
論
を
唱
へ
し
と
き
は
、
異
端
と
称
し
て
罪
せ
ら
れ
た
る
に
あ
ら
ず
や
」
（
巻
之
一
第
一
章
）
、
今
井
恒
郎
訳
『
哲
学
階
梯
』
（
明
治
二
十
年
刊
）
に
「
例
へ
ば
地
動
説
、
重
力
論
、
光
線
波
動
説
の
如
き
、
其
初
め
皆
憶
説
に
あ
ら
ざ
る
な
し
」（
一
・
三
三
）
な
ど
と
見
え
る
の
が
管
見
で
は
早
い
例
で
あ
る
。
お
わ
り
に
新
し
い
語
が
造
ら
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
定
着
す
る
の
も
、
そ
の
社
会
と
時
代
の
反
映
で
あ
る
。
「
太
陽
中
心
説
」
と
い
う
言
い
方
が
西
洋
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
或
る
人
々
が
宇
宙
の
瞳
と
呼
び
、
他
の
人
々
が
宇
宙
の
心
と
言
い
、
更
に
他
の
人
々
が
宇
宙
の
支
配
者
と
呼
ん
で
い
る
」
太
陽
を
中
心
に
い
く
つ
も
の
惑
星
が
周
転
す
る
と
い
う
宇
宙
像
に
「
偉
大
な
創
造
者
の
荘
厳
な
作
品
は
か
く
の
如
く
完
全
で
あ
る
」
（
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
）
と
い
う
感
じ
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
東
洋
に
お
い
て
「
地
動
説
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
動
く
べ
か
ら
ざ
る
大
地
が
動
く
こ
と
に
対
す
る
驚
き
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
語
は
自
然
科
学
上
の
事
実
以
上
に
宇
宙
観
・
世
界
観
を
表
わ
す
語
で
あ
っ
た
。
『
遠
西
観
象
図
説
』
に
は
「
地
動
」
に
「
セ
カ
イ
ガ
マ
ハ
ル
」
と
い
う
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
の
通
俗
教
科
書
で
あ
る
『
天
文
三
字
経
』
（
前
掲
）
に
は
「
地
動
説
」
は
「
経
論
説
」
（
外
周
を
銕
圍
山
で
囲
ま
れ
た
海
の
中
央
に
須
弥
山
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
人
々
が
住
む
世
界
が
あ
る
と
い
う
イ
ン
ド
の
世
界
観
）
、
「
周
髀
説
」（
天
は
蓋
笠
の
ご
と
く
、
地
は
覆
盤
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
世
界
観
）
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
地
転
の
説
」
も
同
様
で
あ
り
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
帆
足
万
里
の
『
窮
理
通
』
に
見
え
る
「
静
天
説
」
に
し
て
も
同
様
に
東
洋
の
伝
統
的
考
え
を
完
全
に
は
克
服
し
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
我
々
は
既
に
そ
の
「
陰
陽
五
行
の
惑
溺
」
（
福
沢
諭
吉
）
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
、
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
」
と
い
う
語
さ
え
用
い
て
お
り
、
こ
の
語
の
持
つ
西
洋
の
天
文
学
と
東
洋
自
然
哲
学
と
の
出
会
い
の
ド
ラ
マ
を
感
じ
と
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
地
動
説
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
の
は
、
一
度
定
着
し
た
言
葉
は
容
易
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
言
葉
の
持
つ
保
守
性
の
た
め
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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